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岸
和
田
商
工
会
議
所
の
議
員
は
、
会
員

の
中
か
ら
選
挙
・
選
任
さ
れ
、
最
高
意
思

決
定
機
関
で
あ
る
議
員
総
会
の
構
成
メ
ン

バ
ー
と
し
て
、
商
工
会
議
所
の
運
営
に
直

接
参
画
し
、
地
域
経
済
・
産
業
の
発
展
を

図
る
た
め
の
各
種
事
業
を
推
進
す
る
役
割

を
担
い
ま
す
。

　
岸
和
田
商
工
会
議
所
の
議
員
定
数
は

１
２
０
名
、
任
期
は
３
年
で
す
。

　
地
域
の
商
工
業
者
を
代
表
し
、
幅
広
い

意
見
を
反
映
さ
せ
る
た
め
、
選
挙
・
選
任

の
方
法
に
よ
り
、
下
記
の
と
お
り
「
１
号

議
員
」、「
２
号
議
員
」、「
３
号
議
員
」
に

種
別
さ
れ
ま
す
。

　
選
挙
・
選
任
の
方
法
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な

り
ま
す
が
、　
議
員
の
資
格
に
違
い
は
あ

り
ま
せ
ん
。

１
号
議
員
（
定
数
60
名
）

　
会
員
の
中
か
ら
立
候
補
し
、
会
員
お

よ
び
会
員
以
外
の
特
定
商
工
業
者
の
投

票
に
よ
っ
て
選
出
さ
れ
ま
す
。

　「
会
員
全
体
の
代
表
」
と
い
う
性
格

が
強
い
議
員
と
い
え
ま
す
。

２
号
議
員
（
定
数
42
名
）

　
会
員
の
種
別
ご
と
に
分
類
し
た
８
の

「
部
会
」
か
ら
、
各
々
の
割
当
数
に
基

づ
い
て
選
任
さ
れ
ま
す
。
各
部
会
に
お

け
る
割
当
数
は
、
部
会
ご
と
の
会
員
数

や
口
数
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
ま
す
。

　「
業
界
の
代
表
」
と
い
う
性
格
が
強

い
議
員
と
い
え
ま
す
。

３
号
議
員
（
定
数
18
名
）

　
業
種
、
業
態
、
地
域
等
を
網
羅
し
、

総
合
的
な
見
地
か
ら
商
工
会
議
所
の
組

織
運
営
上
、
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い

議
員
と
し
て
、
会
頭
が
常
議
員
会
の
同

意
を
得
て
、
会
員
の
中
か
ら
選
任
し
ま

す
。

岸和田商工会議所 組織図

会　頭

副 会 頭

常議員会

監 事 会
専務理事

常務理事

事務局

会　員

地域経済の発展と豊かな街づくりをめざす商工
会議所は、商工業者が会員となり運営されてい
ます。業種別に８の部会から構成されています。

特定商工業者

市内の一定規模以上の商工業者は、商工会議
所の事業活動推進のために事業の概要を登録
しています。

 

議
員
は
地
域
商
工
業
者
の
代
表

議員総会

1号議員 60

2号議員 42

3号議員 18

 

議
員
の
定
数
は
１
２
０
名

 

任
期
は
３
年

商
工
会
議
所
の
議
員
と
は
？

商
工
会
議
所
議
員
選
挙
の
仕
組
み

２
０
１
９
年
度
は
、３
年
に
１
度
の
商
工
会
議
所
議
員
改
選
の
年
で
す

▼
会
頭

　
議
員
総
会
に
お
い
て
、
会
員
の
中
か

　
ら
選
任
し
ま
す
。

　
会
頭
は
、
会
議
所
の
代
表
者
で
す
。

▼
副
会
頭

　
議
員
総
会
の
同
意
を
得
て
、
会
頭
が

　
会
員
の
中
か
ら
４
人
を
選
任
し
ま
す
。

　
副
会
頭
は
、
会
頭
を
補
佐
し
ま
す
。

▼
専
務
理
事

　
議
員
総
会
の
同
意
を
得
て
、
会
頭
が

　
選
任
し
ま
す
。

　
専
務
理
事
は
、
会
頭
お
よ
び
副
会
頭

　
を
補
佐
し
、
事
務
局
を
統
括
し
ま
す
。

▼
常
議
員

　
議
員
総
会
に
お
い
て
、
議
員
の
中
か

　
ら
40
人
が
選
任
さ
れ
ま
す
。

　
常
議
員
会
は
、
機
動
的
な
意
思
決
定

　
と
会
議
所
事
業
運
営
を
図
り
ま
す
。

▼
監
事

　
議
員
総
会
に
お
い
て
、
会
員
の
中
か

　
ら
３
人
が
選
任
さ
れ
ま
す
。

　
監
事
会
は
、
会
議
所
業
務
や
経
理
を

　
監
査
し
ま
す
。

▼
理
事

　
常
議
員
会
の
同
意
を
得
て
会
頭
が
選

　
任
し
ま
す
。

　
理
事
は
、
専
務
理
事
を
補
佐
し
、
所

　
務
を
処
理
し
ま
す
。

開
催
予
定
の
臨
時
議
員
総
会
に
お
い
て
選

任
さ
れ
ま
す
。
　

　
　
選
挙
人
名
簿
の
調
整
日
は
、
７
月
１

　
日
で
す
。
縦
覧
期
間
は
、
７
月
４
日
か

　
ら
７
月
10
日
ま
で
、
岸
和
田
商
工
会
議

　
所
に
備
え
付
け
て
い
ま
す
。

　
　
確
定
日
は
７
月
19
日
で
す
。

　
　
立
候
補
す
る
資
格
は
、
選
挙
権
を
有

　
す
る
会
員
に
限
ら
れ
ま
す
。

　
　
受
付
期
間
は
、
９
月
30
日
か
ら
10
月

　
７
日
ま
で
で
す
。

　
　
投
票
日
は
、
10
月
18
日
で
す
。
岸
和

　
田
商
工
会
議
所
に
お
い
て
無
記
名
単
記

　
制
で
行
わ
れ
ま
す
。
代
理
人
に
よ
っ
て

　
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
所
定

　
の
代
理
権
を
証
す
る
書
面
を
提
出
す
る

　
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
　
即
日
開
票
を
行
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
10
月
31
日
を
も
っ
て
現
在
の
役
員

(

会

頭
・
副
会
頭
・
専
務
理
事
・
常
議
員
お
よ

び
監
事

)

は
、
任
期
満
了
と
な
り
ま
す
。

　
新
役
員
は
、
議
員
改
選
前
の
10
月
28
日

　
議
員
の
選
挙
・
選
任
は
、
10
月
31
日
ま

で
に
２
号
議
員
→
３
号
議
員
→
１
号
議
員

の
順
で
行
わ
れ
ま
す
。

　
新
議
員
の
任
期
は
、
２
０
１
９
年
11
月

１
日
か
ら
２
０
２
２
年
10
月
31
日
ま
で
の

３
年
で
す
。

　
　
常
議
員
会
で
決
定
さ
れ
る
各
部
会
別

　
議
員
割
当
数
に
従
っ
て
、
８
月
１
日
か

　
ら
８
月
20
日
ま
で
の
間
に
各
部
会
を
開

　
催
し
、
２
号
議
員
を
選
任
し
ま
す
。

　
①
繊
維
部
会
　
　
⑤
小
売
商
業
部
会

　
②
工
業
部
会
　
　
⑥
交
通
運
輸
部
会

　
③
建
設
部
会
　
　
⑦
理
財
金
融
部
会

　
④
卸
商
業
部
会
　
⑧
サ
ー
ビ
ス
業
部
会

　
　
各
部
会
別
の
議
員
割
当
数
は
、
７
月

　
１
日
現
在
に
お
け
る
各
部
会
員
数
と
各

　
部
会
員
の
会
費
口
数
と
を
勘
案
し
て
、　

　
常
議
員
会
の
決
議
を
経
て
決
定
さ
れ
ま

　
す
。

 

　
　
会
頭
が
常
議
員
会
の
同
意
を
得
て
、　

　
会
員
の
中
か
ら
選
任
し
ま
す
。

　
　
９
月
11
日
（
予
定
）

　【
会
員
】

　
　
会
員
で
選
挙
権
を
行
使
し
よ
う
と
す

　
　
る
も
の
は
、
所
定
の
期
日
ま
で
に
会

　
　
費
を
納
め
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　【
特
定
商
工
業
者
】

　
　
特
定
商
工
業
者
で
選
挙
権
を
行
使
し

　
　
よ
う
と
す
る
も
の
は
、
負
担
金
を
所

　
　
定
の
期
日
ま
で
に
納
入
し
な
け
れ
ば

　
　
な
り
ま
せ
ん
。
但
し
、
被
選
挙
権
は

　
　
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　
会
費
１
口
に
つ
い
て
２
個
の
選
挙
権

　
を
有
し
ま
す
。
但
し
、
１
会
員
の
選
挙

　
権
の
個
数
は
30
個
ま
で
と
さ
れ
て
い
ま

　
す
。  

　
　
尚
、
特
定
商
工
業
者
は
１
個
の
選
挙

　
権
を
有
し
ま
す
。

◆
３
号
議
員
の
選
任
〈
定
数
18
名
〉

◆
２
号
議
員
の
選
任
〈
定
数
42
名
〉

◆
１
号
議
員
の
選
任
〈
定
数
60
名
〉

 

選
挙
日
程
の
概
要

選
任
す
る
部
会
の
種
類

部
会
割
当
数

選
任
方
法

選
挙
人
の
資
格

選
挙
権
の
個
数

選
任
期
日

選
任
方
法

開

　票

投

　票

立
候
補

選
挙
人
名
簿

役
員
の
選
任

議
員
選
挙
の
流
れ
と
仕
組
み
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す
が
、
所
定

　
の
代
理
権
を
証
す
る
書
面
を
提
出
す
る

　
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
　
即
日
開
票
を
行
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
10
月
31
日
を
も
っ
て
現
在
の
役
員

(

会

頭
・
副
会
頭
・
専
務
理
事
・
常
議
員
お
よ

び
監
事

)

は
、
任
期
満
了
と
な
り
ま
す
。

　
新
役
員
は
、
議
員
改
選
前
の
10
月
28
日

　
議
員
の
選
挙
・
選
任
は
、
10
月
31
日
ま

で
に
２
号
議
員
→
３
号
議
員
→
１
号
議
員

の
順
で
行
わ
れ
ま
す
。

　
新
議
員
の
任
期
は
、
２
０
１
９
年
11
月

１
日
か
ら
２
０
２
２
年
10
月
31
日
ま
で
の

３
年
で
す
。

　
　
常
議
員
会
で
決
定
さ
れ
る
各
部
会
別

　
議
員
割
当
数
に
従
っ
て
、
８
月
１
日
か

　
ら
８
月
20
日
ま
で
の
間
に
各
部
会
を
開

　
催
し
、
２
号
議
員
を
選
任
し
ま
す
。

　
①
繊
維
部
会
　
　
⑤
小
売
商
業
部
会

　
②
工
業
部
会
　
　
⑥
交
通
運
輸
部
会

　
③
建
設
部
会
　
　
⑦
理
財
金
融
部
会

　
④
卸
商
業
部
会
　
⑧
サ
ー
ビ
ス
業
部
会

　
　
各
部
会
別
の
議
員
割
当
数
は
、
７
月

　
１
日
現
在
に
お
け
る
各
部
会
員
数
と
各

　
部
会
員
の
会
費
口
数
と
を
勘
案
し
て
、　

　
常
議
員
会
の
決
議
を
経
て
決
定
さ
れ
ま

　
す
。

 

　
　
会
頭
が
常
議
員
会
の
同
意
を
得
て
、　

　
会
員
の
中
か
ら
選
任
し
ま
す
。

　
　
９
月
11
日
（
予
定
）

　【
会
員
】

　
　
会
員
で
選
挙
権
を
行
使
し
よ
う
と
す

　
　
る
も
の
は
、
所
定
の
期
日
ま
で
に
会

　
　
費
を
納
め
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　【
特
定
商
工
業
者
】

　
　
特
定
商
工
業
者
で
選
挙
権
を
行
使
し

　
　
よ
う
と
す
る
も
の
は
、
負
担
金
を
所

　
　
定
の
期
日
ま
で
に
納
入
し
な
け
れ
ば

　
　
な
り
ま
せ
ん
。
但
し
、
被
選
挙
権
は

　
　
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　
会
費
１
口
に
つ
い
て
２
個
の
選
挙
権

　
を
有
し
ま
す
。
但
し
、
１
会
員
の
選
挙

　
権
の
個
数
は
30
個
ま
で
と
さ
れ
て
い
ま

　
す
。  

　
　
尚
、
特
定
商
工
業
者
は
１
個
の
選
挙

　
権
を
有
し
ま
す
。

◆
３
号
議
員
の
選
任
〈
定
数
18
名
〉

◆
２
号
議
員
の
選
任
〈
定
数
42
名
〉

◆
１
号
議
員
の
選
任
〈
定
数
60
名
〉

 
選
挙
日
程
の
概
要

選
任
す
る
部
会
の
種
類

部
会
割
当
数

選
任
方
法

選
挙
人
の
資
格

選
挙
権
の
個
数

選
任
期
日

選
任
方
法

開

　票

投

　票

立
候
補

選
挙
人
名
簿

役
員
の
選
任

議
員
選
挙
の
流
れ
と
仕
組
み
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平
成
31
年
度
の
商
工
関
連
施
策
で
は
、

岸
和
田
市
の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と

で
、
多
く
の
人
を
呼
び
込
み
、
人
の
往
来

を
活
発
に
し
て
活
力
を
維
持
し
、
交
流
人

口
を
増
加
さ
せ
る
取
組
が
必
要
と
考
え

る
。

　
特
に
昨
今
の
訪
日
外
国
人
旅
行
者
の
増

加
を
受
け
て
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
を
い
か

に
取
り
込
む
か
が
重
要
で
あ
る
。
岸
和
田

市
に
は
歴
史
や
文
化
を
感
じ
さ
せ
る
街
並

み
や
、
何
よ
り
も
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
の
お

城
が
あ
る
が
、
関
西
国
際
空
港
を
利
用
す

る
外
国
人
旅
行
者
の
多
く
が
、
大
阪
市
内

あ
る
い
は
京
都
、
奈
良
な
ど
の
観
光
地
を

訪
れ
て
い
る
一
方
で
、
岸
和
田
市
の
魅
力

が
十
分
に
知
ら
れ
て
お
ら
ず
、
呼
び
込
め

て
い
な
い
状
況
が
続
い
て
い
る
。

　
こ
の
た
め
、
平
成
31
年
度
は
岸
和
田
城

の
文
化
・
観
光
資
源
を
活
用
し
て
、
外
国

人
旅
行
者
を
戦
略
的
に
誘
致
す
る
事
業
を

企
画
提
案
し
、
実
際
に
実
施
し
て
情
報
発

信
の
強
化
を
図
る
。

　
観
光
へ
の
取
組
に
加
え
て
岸
和
田
市
の

産
業
の
活
性
化
に
向
け
、
市
内
の
中
小
企

業
や
小
規
模
事
業
者
が
売
上
増
進
や
販
路

拡
大
を
図
る
こ
と
を
積
極
的
に
支
援
す
る

た
め
の
拠
点
と
な
る
「
岸
和
田
ビ
ジ
ネ
ス

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
　
Ｋ
ｉ
ｓ
ｈ
ｉ‐

Ｂ

　
岸
和
田
市
・
岸
和
田
商
工
会
議
所
・
株

式
会
社
日
本
政
策
金
融
公
庫
泉
佐
野
支

店
・
株
式
会
社
池
田
泉
州
銀
行
・
株
式
会

社
関
西
み
ら
い
銀
行
・
株
式
会
社
だ
い
し

ん
総
合
研
究
所
が
連
携
し
、
市
内
の
中
小

企
業
や
小
規
模
事
業
者
の
売
上
増
進
や
販

路
拡
大
を
図
る
た
め
、
泉
州
初
と
な
る
支

援
拠
点
「
岸
和
田
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
Ｋ
ｉ
ｓ
ｈ
ｉ‐

Ｂ
ｉ
ｚ
」
を
設
置
。

　
ま
た
、
昨
年
か
ら
の
展
示
会
出
展
支
援

や
産
業
人
材
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
支
援
へ
の
補

助
金
の
交
付
を
継
続
し
つ
つ
、
新
た
に
特

定
創
業
支
援
事
業
を
通
じ
た
創
業
者
へ
の

販
路
開
拓
支
援
と
し
て
補
助
金
を
交
付
す

る
。

　
岸
和
田
の
資
産
と
個
性
を
活
か
し
た

「
岸
和
田
ら
し
さ
」
を
備
え
、
優
れ
た
産

品
と
し
て
一
定
基
準
に
適
合
す
る
も
の
を

岸
和
田
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
認
定
し
、
市
の

知
名
度
向
上
と
地
域
経
済
の
活
性
化
を
目

指
す
。

　
商
工
会
議
所
と
共
催
で
商
工
業
の
振
興

や
地
域
の
活
性
化
に
繋
が
る
事
業
を
実
施

す
る
と
と
も
に
、
市
内
の
産
業
団
体
が
行

う
公
益
的
事
業
に
対
し
て
支
援
す
る
。

　
市
内
の
商
業
団
体
が
行
う
事
業
活
動
の

活
性
化
・
地
域
住
民
と
の
交
流
を
促
進
さ

せ
る
事
業
に
対
し
て
補
助
し
、
商
業
振
興

を
図
る
。

　
商
店
街
が
地
域
住
民
と
の
交
流
を
深
め

る
事
業
や
、
商
店
街
環
境
整
備
施
設
等
の

維
持
管
理
な
ど
に
対
す
る
経
費
に
つ
い
て

補
助
金
を
交
付
す
る
。

　
中
小
企
業
の
市
町
村
連
携
型
融
資
及
び

日
本
政
策
金
融
公
庫
が
行
う
マ
ル
経
融
資

を
利
用
し
た
者
へ
利
子
補
給
金
等
の
補
助

金
を
交
付
す
る
。
ま
た
、
小
規
模
事
業
指

導
助
成
等
に
か
か
る
補
助
金
を
交
付
す

る
。

　
岸
和
田
Ｔ
Ｍ
Ｏ（
商
業
ま
ち
づ
く
り
機

関
）
に
対
し
、
中
心
市
街
地
に
お
け
る
商

業
等
の
活
性
化
推
進
に
関
す
る
事
業
活
動

の
円
滑
化
を
図
る
た
め
、
補
助
金
を
交
付

す
る
。

　
毎
年
の
定
期
検
査
業
務
に
加
え
て
、
２

年
に
１
回
の
集
合
検
査
を
実
施
す
る
。

　
岸
和
田
市
へ
の
企
業
誘
致
の
促
進
、
企

業
の
流
出
防
止
の
た
め
、
各
種
補
助
金
を

交
付
す
る
。

　
今
年
度
か
ら
岸
和
田
駅
前
通
商
店
街
振

興
組
合
へ
業
務
を
委
託
。

　
観
光
案
内
所
は
、
観
光
客
が
市
内
観
光

す
る
際
に
ス
ム
ー
ズ
に
目
的
地
を
訪
れ
る

た
め
の
一
助
と
す
る
と
と
も
に
、
岸
和
田

市
の
魅
力
発
信
の
役
目
を
担
っ
て
い
る
。

　
今
後
も
外
国
人
観
光
客
を
中
心
と
し

て
、
観
光
客
の
増
加
が
予
想
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
駅
前
観
光
案
内
所
の
存
在
価
値
を

さ
ら
に
高
め
る
こ
と
で
、
地
域
内
の
交
流

拠
点
と
し
て
、
地
域
活
性
化
に
取
り
組
ん

で
い
く
。

　
お
城
ま
つ
り
や
泉
州
の
物
産
展
等
の
委

託
事
業
、
地
域
観
光
情
報
ポ
ー
タ
ル
サ
イ

ト
「
岸
ぶ
ら
」
な
ど
の
情
報
発
信
や
Ｐ
Ｒ

活
動
、
ま
ち
歩
き
マ
ッ
プ
の
作
成
等
に
要

す
る
費
用
を
は
じ
め
、
今
年
度
、
初
め
て

の
試
み
と
し
て
、
岸
和
田
城
周
辺
に
ぎ
わ

い
づ
く
り
事
業
を
実
施
す
る
。
こ
の
事
業

は
、
近
年
増
加
す
る
外
国
人
観
光
客
の
誘

致
に
向
け
、
岸
和
田
市
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ

り
主
要
観
光
施
設
で
あ
る
岸
和
田
城
の
利

活
用
と
、
岸
和
田
城
周
辺
の
持
続
的
な
賑

わ
い
の
創
出
を
図
る
た
め
、
岸
和
田
城
周

辺
の
魅
力
発
信
や
民
間
事
業
者
等
に
引
き

継
い
で
い
た
だ
け
る
魅
力
あ
る
集
客
コ
ン

テ
ン
ツ
の
整
備
等
、
集
客
力
を
高
め
る
企

画
提
案
を
民
間
企
業
か
ら
募
り
、
実
際
に

実
施
し
て
も
ら
う
事
業
者
を
プ
ロ
ポ
ー
ザ

ル
提
案
方
式
に
よ
っ
て
公
募
す
る
こ
と

で
、「
通
年
観
光
」
を
目
指
す
。

　
平
成
30
年
４
月
１
日
に
設
立
さ
れ
た

「
一
般
社
団
法
人
Ｋ
Ｉ
Ｘ
泉
州
ツ
ー
リ
ズ

ム
ビ
ュ
ー
ロ
ー
」
の
運
営
に
係
る
負
担
金

を
交
付
す
る
。

　
本
年
10
月
か
ら
の
消
費
税
引
き
上
げ
に

際
し
、
低
所
得
者
や
子
育
て
世
帯
へ
の
負

担
軽
減
策
と
し
て
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券

の
発
行
を
実
施
す
る
。

　
特
定
創
業
支
援
事
業
を
通
じ
た
、
事
業

者
の
創
業
の
促
進
を
図
る
。

ｉ
ｚ（
キ
シ
ビ
ズ
）」
を
設
置
す
る
。

　
こ
の
Ｋ
ｉ
ｓ
ｈ
ｉ‐

Ｂ
ｉ
ｚ（
キ
シ
ビ
ズ
）

で
の
支
援
を
通
じ
て
、
市
内
の
中
小
企
業

や
小
規
模
事
業
者
の
売
上
が
拡
大
す
る
こ

と
で
、
産
業
活
動
が
活
発
と
な
り
、
地
域

経
済
が
潤
い
、
こ
の
ま
ち
が
ま
す
ま
す
元

気
に
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
取
り
組
ん
で

い
く
。

● 

商
工
振
興
事
業

　 

４
，２
４
２
千
円（
継
続
）

● 

中
小
企
業
支
援
事
業

　 

８
，２
４
０
千
円（
継
続
）

● 

商
店
街
等
活
性
化
事
業

　 

２
，６
２
０
千
円（
継
続
）

● 

商
業
共
同
施
設
整
備
助
成
事
業

　 

２
，０
０
２
千
円（
継
続
）

● 

計
量
適
正
化
事
業

　 

４
，６
３
０
千
円（
継
続
）

● 

企
業
立
地
促
進
事
業

　 

１
６
５
，３
０
４
千
円（
継
続
）

● 

岸
和
田
Ｔ
Ｍ
Ｏ
支
援
事
業

　 

５
０
０
千
円（
継
続
）

● 

岸
和
田
ブ
ラ
ン
ド
事
業

　 

２
，０
１
０
千
円（
継
続
）

● 

企
業
経
営
支
援
事
業

　 

３
４
，３
６
８
千
円（
継
続
、
新
規
）

● 

創
業
支
援
事
業

    

７
０
５
千
円（
継
続
）

● 

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事
業

　 

３
３
４
，２
５
８
千
円（
新
規
）

● 

観
光
案
内
所
運
営
事
業

　 

５
，０
０
０
千
円（
継
続
）

● 

観
光
振
興
事
業

　 

３
３
，４
３
２
千
円（
継
続
、
新
規
）

● 

広
域
観
光
事
業

　 

１
２
，５
７
１
千
円（
継
続
）

岸
和
田
市
の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
し
、

交
流
人
口
の
増
加
に
つ
な
げ
る

◇ 一般会計 768億5,698万3千円

◇ 特別会計 630億   199万6千円

386億7,786万9千円◇ 企業会計

10億9,887万1千円◇ 財産区特別会計

（前年比3.1%増）

（前年比0.3%増）

（前年比6.1%増）

◆ 合　　計 1,796億3,571万9千円

岸和田市の平成３１年度当初予算案

まちの魅力を高め、
観光を中心とした産業振興など

平成 年度
岸和田市
商工関連予算

31
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平
成
31
年
度
の
商
工
関
連
施
策
で
は
、

岸
和
田
市
の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と

で
、
多
く
の
人
を
呼
び
込
み
、
人
の
往
来

を
活
発
に
し
て
活
力
を
維
持
し
、
交
流
人

口
を
増
加
さ
せ
る
取
組
が
必
要
と
考
え

る
。

　
特
に
昨
今
の
訪
日
外
国
人
旅
行
者
の
増

加
を
受
け
て
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
を
い
か

に
取
り
込
む
か
が
重
要
で
あ
る
。
岸
和
田

市
に
は
歴
史
や
文
化
を
感
じ
さ
せ
る
街
並

み
や
、
何
よ
り
も
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
の
お

城
が
あ
る
が
、
関
西
国
際
空
港
を
利
用
す

る
外
国
人
旅
行
者
の
多
く
が
、
大
阪
市
内

あ
る
い
は
京
都
、
奈
良
な
ど
の
観
光
地
を

訪
れ
て
い
る
一
方
で
、
岸
和
田
市
の
魅
力

が
十
分
に
知
ら
れ
て
お
ら
ず
、
呼
び
込
め

て
い
な
い
状
況
が
続
い
て
い
る
。

　
こ
の
た
め
、
平
成
31
年
度
は
岸
和
田
城

の
文
化
・
観
光
資
源
を
活
用
し
て
、
外
国

人
旅
行
者
を
戦
略
的
に
誘
致
す
る
事
業
を

企
画
提
案
し
、
実
際
に
実
施
し
て
情
報
発

信
の
強
化
を
図
る
。

　
観
光
へ
の
取
組
に
加
え
て
岸
和
田
市
の

産
業
の
活
性
化
に
向
け
、
市
内
の
中
小
企

業
や
小
規
模
事
業
者
が
売
上
増
進
や
販
路

拡
大
を
図
る
こ
と
を
積
極
的
に
支
援
す
る

た
め
の
拠
点
と
な
る
「
岸
和
田
ビ
ジ
ネ
ス

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
　
Ｋ
ｉ
ｓ
ｈ
ｉ‐

Ｂ

　
岸
和
田
市
・
岸
和
田
商
工
会
議
所
・
株

式
会
社
日
本
政
策
金
融
公
庫
泉
佐
野
支

店
・
株
式
会
社
池
田
泉
州
銀
行
・
株
式
会

社
関
西
み
ら
い
銀
行
・
株
式
会
社
だ
い
し

ん
総
合
研
究
所
が
連
携
し
、
市
内
の
中
小

企
業
や
小
規
模
事
業
者
の
売
上
増
進
や
販

路
拡
大
を
図
る
た
め
、
泉
州
初
と
な
る
支

援
拠
点
「
岸
和
田
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
Ｋ
ｉ
ｓ
ｈ
ｉ‐

Ｂ
ｉ
ｚ
」
を
設
置
。

　
ま
た
、
昨
年
か
ら
の
展
示
会
出
展
支
援

や
産
業
人
材
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
支
援
へ
の
補

助
金
の
交
付
を
継
続
し
つ
つ
、
新
た
に
特

定
創
業
支
援
事
業
を
通
じ
た
創
業
者
へ
の

販
路
開
拓
支
援
と
し
て
補
助
金
を
交
付
す

る
。

　
岸
和
田
の
資
産
と
個
性
を
活
か
し
た

「
岸
和
田
ら
し
さ
」
を
備
え
、
優
れ
た
産

品
と
し
て
一
定
基
準
に
適
合
す
る
も
の
を

岸
和
田
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
認
定
し
、
市
の

知
名
度
向
上
と
地
域
経
済
の
活
性
化
を
目

指
す
。

　
商
工
会
議
所
と
共
催
で
商
工
業
の
振
興

や
地
域
の
活
性
化
に
繋
が
る
事
業
を
実
施

す
る
と
と
も
に
、
市
内
の
産
業
団
体
が
行

う
公
益
的
事
業
に
対
し
て
支
援
す
る
。

　
市
内
の
商
業
団
体
が
行
う
事
業
活
動
の

活
性
化
・
地
域
住
民
と
の
交
流
を
促
進
さ

せ
る
事
業
に
対
し
て
補
助
し
、
商
業
振
興

を
図
る
。

　
商
店
街
が
地
域
住
民
と
の
交
流
を
深
め

る
事
業
や
、
商
店
街
環
境
整
備
施
設
等
の

維
持
管
理
な
ど
に
対
す
る
経
費
に
つ
い
て

補
助
金
を
交
付
す
る
。

　
中
小
企
業
の
市
町
村
連
携
型
融
資
及
び

日
本
政
策
金
融
公
庫
が
行
う
マ
ル
経
融
資

を
利
用
し
た
者
へ
利
子
補
給
金
等
の
補
助

金
を
交
付
す
る
。
ま
た
、
小
規
模
事
業
指

導
助
成
等
に
か
か
る
補
助
金
を
交
付
す

る
。

　
岸
和
田
Ｔ
Ｍ
Ｏ（
商
業
ま
ち
づ
く
り
機

関
）
に
対
し
、
中
心
市
街
地
に
お
け
る
商

業
等
の
活
性
化
推
進
に
関
す
る
事
業
活
動

の
円
滑
化
を
図
る
た
め
、
補
助
金
を
交
付

す
る
。

　
毎
年
の
定
期
検
査
業
務
に
加
え
て
、
２

年
に
１
回
の
集
合
検
査
を
実
施
す
る
。

　
岸
和
田
市
へ
の
企
業
誘
致
の
促
進
、
企

業
の
流
出
防
止
の
た
め
、
各
種
補
助
金
を

交
付
す
る
。

　
今
年
度
か
ら
岸
和
田
駅
前
通
商
店
街
振

興
組
合
へ
業
務
を
委
託
。

　
観
光
案
内
所
は
、
観
光
客
が
市
内
観
光

す
る
際
に
ス
ム
ー
ズ
に
目
的
地
を
訪
れ
る

た
め
の
一
助
と
す
る
と
と
も
に
、
岸
和
田

市
の
魅
力
発
信
の
役
目
を
担
っ
て
い
る
。

　
今
後
も
外
国
人
観
光
客
を
中
心
と
し

て
、
観
光
客
の
増
加
が
予
想
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
駅
前
観
光
案
内
所
の
存
在
価
値
を

さ
ら
に
高
め
る
こ
と
で
、
地
域
内
の
交
流

拠
点
と
し
て
、
地
域
活
性
化
に
取
り
組
ん

で
い
く
。

　
お
城
ま
つ
り
や
泉
州
の
物
産
展
等
の
委

託
事
業
、
地
域
観
光
情
報
ポ
ー
タ
ル
サ
イ

ト
「
岸
ぶ
ら
」
な
ど
の
情
報
発
信
や
Ｐ
Ｒ

活
動
、
ま
ち
歩
き
マ
ッ
プ
の
作
成
等
に
要

す
る
費
用
を
は
じ
め
、
今
年
度
、
初
め
て

の
試
み
と
し
て
、
岸
和
田
城
周
辺
に
ぎ
わ

い
づ
く
り
事
業
を
実
施
す
る
。
こ
の
事
業

は
、
近
年
増
加
す
る
外
国
人
観
光
客
の
誘

致
に
向
け
、
岸
和
田
市
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ

り
主
要
観
光
施
設
で
あ
る
岸
和
田
城
の
利

活
用
と
、
岸
和
田
城
周
辺
の
持
続
的
な
賑

わ
い
の
創
出
を
図
る
た
め
、
岸
和
田
城
周

辺
の
魅
力
発
信
や
民
間
事
業
者
等
に
引
き

継
い
で
い
た
だ
け
る
魅
力
あ
る
集
客
コ
ン

テ
ン
ツ
の
整
備
等
、
集
客
力
を
高
め
る
企

画
提
案
を
民
間
企
業
か
ら
募
り
、
実
際
に

実
施
し
て
も
ら
う
事
業
者
を
プ
ロ
ポ
ー
ザ

ル
提
案
方
式
に
よ
っ
て
公
募
す
る
こ
と

で
、「
通
年
観
光
」
を
目
指
す
。

　
平
成
30
年
４
月
１
日
に
設
立
さ
れ
た

「
一
般
社
団
法
人
Ｋ
Ｉ
Ｘ
泉
州
ツ
ー
リ
ズ

ム
ビ
ュ
ー
ロ
ー
」
の
運
営
に
係
る
負
担
金

を
交
付
す
る
。

　
本
年
10
月
か
ら
の
消
費
税
引
き
上
げ
に

際
し
、
低
所
得
者
や
子
育
て
世
帯
へ
の
負

担
軽
減
策
と
し
て
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券

の
発
行
を
実
施
す
る
。

　
特
定
創
業
支
援
事
業
を
通
じ
た
、
事
業

者
の
創
業
の
促
進
を
図
る
。

ｉ
ｚ（
キ
シ
ビ
ズ
）」
を
設
置
す
る
。

　
こ
の
Ｋ
ｉ
ｓ
ｈ
ｉ‐

Ｂ
ｉ
ｚ（
キ
シ
ビ
ズ
）

で
の
支
援
を
通
じ
て
、
市
内
の
中
小
企
業

や
小
規
模
事
業
者
の
売
上
が
拡
大
す
る
こ

と
で
、
産
業
活
動
が
活
発
と
な
り
、
地
域

経
済
が
潤
い
、
こ
の
ま
ち
が
ま
す
ま
す
元

気
に
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
取
り
組
ん
で

い
く
。

● 

商
工
振
興
事
業

　 

４
，２
４
２
千
円（
継
続
）

● 

中
小
企
業
支
援
事
業

　 

８
，２
４
０
千
円（
継
続
）

● 

商
店
街
等
活
性
化
事
業

　 

２
，６
２
０
千
円（
継
続
）

● 

商
業
共
同
施
設
整
備
助
成
事
業

　 

２
，０
０
２
千
円（
継
続
）

● 

計
量
適
正
化
事
業

　 

４
，６
３
０
千
円（
継
続
）

● 

企
業
立
地
促
進
事
業

　 

１
６
５
，３
０
４
千
円（
継
続
）

● 

岸
和
田
Ｔ
Ｍ
Ｏ
支
援
事
業

　 

５
０
０
千
円（
継
続
）

● 

岸
和
田
ブ
ラ
ン
ド
事
業

　 

２
，０
１
０
千
円（
継
続
）

● 

企
業
経
営
支
援
事
業

　 
３
４
，３
６
８
千
円（
継
続
、
新
規
）

● 

創
業
支
援
事
業

    

７
０
５
千
円（
継
続
）

● 

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事
業

　 

３
３
４
，２
５
８
千
円（
新
規
）

● 

観
光
案
内
所
運
営
事
業

　 

５
，０
０
０
千
円（
継
続
）

● 

観
光
振
興
事
業

　 

３
３
，４
３
２
千
円（
継
続
、
新
規
）

● 

広
域
観
光
事
業

　 

１
２
，５
７
１
千
円（
継
続
）

岸
和
田
市
の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
し
、

交
流
人
口
の
増
加
に
つ
な
げ
る

◇ 一般会計 768億5,698万3千円

◇ 特別会計 630億   199万6千円

386億7,786万9千円◇ 企業会計

10億9,887万1千円◇ 財産区特別会計

（前年比3.1%増）

（前年比0.3%増）

（前年比6.1%増）

◆ 合　　計 1,796億3,571万9千円

岸和田市の平成３１年度当初予算案

まちの魅力を高め、
観光を中心とした産業振興など

平成 年度
岸和田市
商工関連予算

31
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特集2 特集2

7

●
補
助
限
度
額

　
１
事
業
者
に
つ
き
、
合
計
10
万
円
ま
で

●
申
請
時
期
　
実
施
前

●
条
例

岸
和
田
市
産
業
集
積
拠
点
に
お
け
る

企
業
立
地
の
促
進
に
関
す
る
条
例

▼
対
象
地
域…

阪
南
２
区
及
び
丘
陵
地
区

▼
対
象
資
産…

土
地
・
家
屋
・
償
却
資
産

▼
助
成
金
額…

固
定
資
産
税
相
当
額

▼
助
成
期
間…

土
地
・
家
屋 

10
年

　
　
　
　
　
　
償
却
資
産
　 

２
年

▼
申
請
時
期…

土
地
取
得
し
た
日
か
ら

　
　
　
　
　
　
３
か
月
以
内

岸
和
田
市
産
業
集
積
促
進
地
区
に
お
け
る

産
業
支
援
条
例

▼
対
象
地
域…

市
内
臨
海
部

▼
対
象
資
産…

土
地
・
家
屋
・
償
却
資
産

▼
助
成
金
額…

固
定
資
産
税
額
に

　
　
　
　
　
　
１
／
２
を
乗
じ
て
得
た
額

▼
助
成
期
間…

土
地
・
家
屋 

５
年

　
　
　
　
　
　
償
却
資
産
　 

２
年
　
　

▼
申
請
時
期…

対
象
資
産
取
得
前

●
対
象
事
業

　
就
職
希
望
者
へ
会
社
説
明
等
を
行
う
た   

　
め
に
、
市
外
で
開
催
さ
れ
る
合
同
企
業

　
説
明
会
（
自
社
主
催
は
除
く
。）

●
補
助
対
象
経
費

　
出
展
料
（
小
間
代
）、
机
・
椅
子
等
の

　
運
営
に
最
低
限
必
要
な
も
の

●
補
助
率
　
１
／
２
以
内

●
補
助
限
度
額

　
１
年
度
に
つ
き
、
合
計
20
万
円
ま
で

●
申
請
時
期
　
出
展
前

●
対
象
事
業

　
販
路
開
拓
を
目
的
と
し
、
自
ら
の
事
業

　
を
周
知
す
る
た
め
の
広
報
事
業

●
補
助
対
象
経
費

　
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
印
刷
費
用
、
展
示
会
出

　
展
費
用
、Ｈ
Ｐ
作
成
費
用
等

●
補
助
率
　
１
／
２
以
内

●
補
助
率
　
１
／
２
以
内

●
補
助
限
度
額

　
１
年
度
に
つ
き
、
合
計
20
万
円
ま
で

●
申
請
時
期
　
出
展
前

●
対
象
事
業

　
①
近
畿
職
業
能
力
開
発
大
学
校
等
の
公

　
　
的
機
関
等
が
行
う
研
修
を
受
講
さ
せ

　
　
る
事
業

　
②
前
記
①
の
機
関
か
ら
講
師
の
派
遣
を

　
　
受
け
、
研
修
を
開
催
す
る
事
業

●
補
助
対
象
経
費

　
①
研
修
及
び
講
習
会
の
受
講
料

　
②
会
場
等
使
用
料
、
講
師
謝
金
及
び
教

　
　
材
費

●
補
助
率
　
１
／
２
以
内

●
補
助
限
度
額

　
１
年
度
に
つ
き
、
合
計
10
万
円
ま
で

●
申
請
時
期
　
実
施
前

●
対
象
事
業

　
販
売
を
伴
わ
な
い
、
市
外
の
展
示
会
又

　
は
常
設
展
示
場

●
補
助
対
象
経
費

　
出
展
料
（
小
間
代
）、
机
・
椅
子
等
の

　
運
営
に
最
低
限
必
要
な
も
の

岸

和

田

市

  

展
示
会
出
展
事
業
補
助
金

　
販
路
開
拓
の
た
め
に
行
う
市
外
の
展

示
会
へ
の
出
展
に
つ
い
て
、
そ
の
費
用

の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

  

産
業
人
材
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
事
業

  

補
助
金

　
役
員
又
は
従
業
員
に
対
し
て
実
施
す

る
研
修
事
業
に
か
か
る
費
用
の
一
部
を

補
助
し
ま
す
。

　
新
た
な
人
材
を
確
保
す
る
た
め
に
行

う
、
市
外
で
開
催
さ
れ
る
合
同
企
業
説

明
会
へ
の
出
展
に
つ
い
て
、
そ
の
費
用

の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

　
岸
和
田
商
工
会
議
所
に
お
い
て
、
創

業
セ
ミ
ナ
ー
又
は
創
業
相
談
を
受
け
た

方
で
、
事
業
を
営
ん
で
い
な
い
個
人
、

創
業
後
１
年
未
満
の
個
人
又
は
設
立
後

１
年
未
満
の
法
人
に
対
し
、
広
告
宣
伝

費
等
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

  

岸
和
田
市
企
業
経
営
支
援
事
業

  

補
助
金

  

新
規
立
地
や
追
加
投
資
に
対
す
る

  

助
成
制
度

  

合
同
企
業
説
明
会
中
小
企
業
者
等

  

参
加
事
業
補
助
金

  

岸
和
田
市
創
業
時
販
路
開
拓

  

支
援
事
業
補
助
金

の
ご案内

各種助成金等

岸和田市・岸和田商工会議所

　
新
規
に
企
業
進
出
い
た
だ
く
場
合

や
、
新
た
な
設
備
投
資
を
行
っ
て
い
た

だ
く
場
合
に
、
土
地
・
家
屋
・
償
却
資

産
の
固
定
資
産
税
に
基
づ
く
助
成
金
を

交
付
す
る
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

　
②
岸
和
田
市
外
（
海
外
を
含
む
）
で

　
　
開
催
さ
れ
る
商
談
会
・
見
本
市
等

　
③
即
売
を
主
と
し
な
い
商
談
会
等

●
補
助
対
象
経
費

　
出
展
に
係
る
経
費
と
認
め
ら
れ
る
も
の

●
補
助
率
　
１
／
２
以
内

●
補
助
限
度
額

　
１
年
度
に
つ
き
、
合
計
10
万
円
ま
で

●
申
請
時
期
　
出
展
前

●
対
象
事
業
所

　
①
岸
和
田
商
工
会
議
所
の
会
員
事
業
所

　
②
岸
和
田
市
内
で
創
業
を
予
定
し
て
い

　
　
る
個
人
又
は
法
人
事
業
所

●
利
子
補
給
金
の
額

　
補
助
対
象
融
資
を
受
け
た
日
か
ら
起
算

　
し
て
12
ヶ
月
分
の
返
済
利
子
額
の
う
ち

　
利
率
１
％
分

●
対
象
融
資
額

　
５
０
０
万
円
を
限
度
と
す
る
。

●
申
込
人
の
資
格

　
・
大
阪
府
内
に
居
住
し
、
原
則
と
し
て

　
　
岸
和
田
市
内
の
同
一
場
所
で
１
年
以

　
　
上
引
き
続
き
事
業
を
営
ん
で
お
り
、

　
　
確
定
申
告
・
決
算
に
伴
う
納
税
状
況

　
　
を
証
す
る
こ
と
が
で
き
る
事
業
者
で

　
　
あ
る
こ
と
。

　
・
中
小
企
業
信
用
保
険
法
に
定
め
る
中

　
　
小
企
業
者
で
、
常
時
使
用
す
る
従
業

　
　
員
の
数
が
20
人
以
下
（
商
業
又
は
　

　
　
サ
ー
ビ
ス
業
に
つ
い
て
は
５
人
以
　

　
　
下
）
の
会
社
又
は
個
人
。

　※

業
種
や
そ
の
他
の
要
件
に
よ
っ
て
申

　
　
込
い
た
だ
け
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
融
資
限
度
額

　
１
事
業
者
に
つ
き
６
０
０
万
円
ま
で

　※

既
存
の
信
用
保
証
協
会
の
保
証
付
き

　
　
融
資
の
合
計
額
が
２
，
０
０
０
万
円

　
　
以
上
の
場
合
は
利
用
不
可

●
融
資
期
間
　
４
年
以
内
（
据
置
な
し
）

●
貸
付
利
率
　
年
１
・
２ 

％

　※

約
定
ど
お
り
返
済
さ
れ
た
場
合
、
融

●
登
録
方
法

　
下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら

　
登
録
で
き
ま
す
。

●
対
象
事
業

　
①
岸
和
田
商
工
会
議
所
の
会
員
事
業
所

　
　
資
実
行
１
年
後
よ
り
市
か
ら
一
部
補

　
　
給
が
あ
り
ま
す
。

●
保
証
料
率
　
年
０
・
５
％
～
２
・
２
％

　※

決
算
内
容
に
よ
り
保
証
協
会
に
て
審

　
　
査
後
、
料
率
が
決
定
さ
れ
ま
す
。

　※

約
定
ど
お
り
完
済
さ
れ
た
後
、
10
万

　
　
円
を
上
限
と
し
て
市
か
ら
補
給
が
あ

　
　
り
ま
す
。

●
補
助
を
受
け
ら
れ
る
事
業
所

　
常
時
雇
用
す
る
従
業
員
が
50
人
未
満
　

　
で
、
全
額
事
業
主
負
担
に
よ
り
、
新
規

　
に
中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度
ま
た
は

　
特
定
退
職
金
共
済
制
度
に
加
入
し
、
補

　
助
対
象
期
間
中
の
掛
け
金
を
払
い
込
ん

　
だ
事
業
所

●
補
助
率
、
補
助
限
度
額

　
加
入
し
た
月
か
ら
24
ヶ
月
、
月
額
掛
金

　
の
10
％

　※

１
人
当
た
り
月
額
８
０
０
円
が
限
度

●
申
請
時
期

　
１
年
間
分
（
１
月
～
12
月
）
に
つ
い
て
、

　
翌
年
２
月
10
日
ま
で

岸
和
田
商
工
会
議
所

　
創
業
に
必
要
な
資
金
の
融
資
を
受
け

た
起
業
者
に
対
し
、
融
資
資
金
に
係
る

利
子
の
一
部
を
補
給
し
ま
す
。

  

商
談
会
等
出
展
補
助
金

　
国
、
府
、
市
、
そ
の
他
各
種
支
援
機

関
の
補
助
金
の
情
報
や
、
各
種
セ
ミ

ナ
ー
等
の
開
催
情
報
な
ど
の
情
報
を
掲

載
し
た
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
を
、
原
則
、

月
に
１
回
配
信
し
て
い
ま
す
。

　
販
路
拡
大
や
市
場
開
拓
を
目
的
と
し

て
実
施
さ
れ
る
商
談
会
・
見
本
市
等
へ

の
出
展
に
つ
い
て
、
そ
の
費
用
の
一
部

を
補
助
し
ま
す
。

  

岸
和
田
市
中
小
企
業
サ
ポ
ー
ト
融
資

　
事
業
に
必
要
な
運
転
資
金
・
設
備
資

金
を
円
滑
に
調
達
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
大
阪
信
用
保
証
協
会
の
保
証
を

付
し
て
融
資
を
あ
っ
せ
ん
し
て
い
ま
す
。

  

中
退
共
等
加
入
促
進
補
助
制
度

　「
中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度
」
及

び
「
特
定
退
職
金
共
済
制
度
」
の
加
入

事
業
所
に
対
し
て
、
掛
け
金
の
一
部
を

補
助
し
ま
す
。

  

新
創
業
融
資
利
子
補
給
金

  

岸
和
田
市
企
業
支
援

  

メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン

助
成
金
等
に
関
す
る
お
問
合
せ
は

岸
和
田
市 

魅
力
創
造
部

　
　
　
　
　
産
業
政
策
課
ま
で

０
７
２-

４
２
３-

９
４
８
５

助
成
金
等
に
関
す
る
お
問
合
せ
は

岸
和
田
商
工
会
議
所

　
　
中
小
企
業
相
談
所
ま
で

０
７
２-

４
３
９-

５
０
２
３



6

特集2 特集2

7

●
補
助
限
度
額

　
１
事
業
者
に
つ
き
、
合
計
10
万
円
ま
で

●
申
請
時
期
　
実
施
前

●
条
例

岸
和
田
市
産
業
集
積
拠
点
に
お
け
る

企
業
立
地
の
促
進
に
関
す
る
条
例

▼
対
象
地
域…

阪
南
２
区
及
び
丘
陵
地
区

▼
対
象
資
産…

土
地
・
家
屋
・
償
却
資
産

▼
助
成
金
額…

固
定
資
産
税
相
当
額

▼
助
成
期
間…

土
地
・
家
屋 

10
年

　
　
　
　
　
　
償
却
資
産
　 

２
年

▼
申
請
時
期…

土
地
取
得
し
た
日
か
ら

　
　
　
　
　
　
３
か
月
以
内

岸
和
田
市
産
業
集
積
促
進
地
区
に
お
け
る

産
業
支
援
条
例

▼
対
象
地
域…

市
内
臨
海
部

▼
対
象
資
産…

土
地
・
家
屋
・
償
却
資
産

▼
助
成
金
額…

固
定
資
産
税
額
に

　
　
　
　
　
　
１
／
２
を
乗
じ
て
得
た
額

▼
助
成
期
間…

土
地
・
家
屋 

５
年

　
　
　
　
　
　
償
却
資
産
　 

２
年
　
　

▼
申
請
時
期…

対
象
資
産
取
得
前

●
対
象
事
業

　
就
職
希
望
者
へ
会
社
説
明
等
を
行
う
た   

　
め
に
、
市
外
で
開
催
さ
れ
る
合
同
企
業

　
説
明
会
（
自
社
主
催
は
除
く
。）

●
補
助
対
象
経
費

　
出
展
料
（
小
間
代
）、
机
・
椅
子
等
の

　
運
営
に
最
低
限
必
要
な
も
の

●
補
助
率
　
１
／
２
以
内

●
補
助
限
度
額

　
１
年
度
に
つ
き
、
合
計
20
万
円
ま
で

●
申
請
時
期
　
出
展
前

●
対
象
事
業

　
販
路
開
拓
を
目
的
と
し
、
自
ら
の
事
業

　
を
周
知
す
る
た
め
の
広
報
事
業

●
補
助
対
象
経
費

　
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
印
刷
費
用
、
展
示
会
出

　
展
費
用
、Ｈ
Ｐ
作
成
費
用
等

●
補
助
率
　
１
／
２
以
内

●
補
助
率
　
１
／
２
以
内

●
補
助
限
度
額

　
１
年
度
に
つ
き
、
合
計
20
万
円
ま
で

●
申
請
時
期
　
出
展
前

●
対
象
事
業

　
①
近
畿
職
業
能
力
開
発
大
学
校
等
の
公

　
　
的
機
関
等
が
行
う
研
修
を
受
講
さ
せ

　
　
る
事
業

　
②
前
記
①
の
機
関
か
ら
講
師
の
派
遣
を

　
　
受
け
、
研
修
を
開
催
す
る
事
業

●
補
助
対
象
経
費

　
①
研
修
及
び
講
習
会
の
受
講
料

　
②
会
場
等
使
用
料
、
講
師
謝
金
及
び
教

　
　
材
費

●
補
助
率
　
１
／
２
以
内

●
補
助
限
度
額

　
１
年
度
に
つ
き
、
合
計
10
万
円
ま
で

●
申
請
時
期
　
実
施
前

●
対
象
事
業

　
販
売
を
伴
わ
な
い
、
市
外
の
展
示
会
又

　
は
常
設
展
示
場

●
補
助
対
象
経
費

　
出
展
料
（
小
間
代
）、
机
・
椅
子
等
の

　
運
営
に
最
低
限
必
要
な
も
の

岸

和

田

市

  

展
示
会
出
展
事
業
補
助
金

　
販
路
開
拓
の
た
め
に
行
う
市
外
の
展

示
会
へ
の
出
展
に
つ
い
て
、
そ
の
費
用

の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

  

産
業
人
材
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
事
業

  

補
助
金

　
役
員
又
は
従
業
員
に
対
し
て
実
施
す

る
研
修
事
業
に
か
か
る
費
用
の
一
部
を

補
助
し
ま
す
。

　
新
た
な
人
材
を
確
保
す
る
た
め
に
行

う
、
市
外
で
開
催
さ
れ
る
合
同
企
業
説

明
会
へ
の
出
展
に
つ
い
て
、
そ
の
費
用

の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

　
岸
和
田
商
工
会
議
所
に
お
い
て
、
創

業
セ
ミ
ナ
ー
又
は
創
業
相
談
を
受
け
た

方
で
、
事
業
を
営
ん
で
い
な
い
個
人
、

創
業
後
１
年
未
満
の
個
人
又
は
設
立
後

１
年
未
満
の
法
人
に
対
し
、
広
告
宣
伝

費
等
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

  

岸
和
田
市
企
業
経
営
支
援
事
業

  

補
助
金

  

新
規
立
地
や
追
加
投
資
に
対
す
る

  

助
成
制
度

  

合
同
企
業
説
明
会
中
小
企
業
者
等

  

参
加
事
業
補
助
金

  

岸
和
田
市
創
業
時
販
路
開
拓

  

支
援
事
業
補
助
金

の
ご案内

各種助成金等

岸和田市・岸和田商工会議所

　
新
規
に
企
業
進
出
い
た
だ
く
場
合

や
、
新
た
な
設
備
投
資
を
行
っ
て
い
た

だ
く
場
合
に
、
土
地
・
家
屋
・
償
却
資

産
の
固
定
資
産
税
に
基
づ
く
助
成
金
を

交
付
す
る
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

　
②
岸
和
田
市
外
（
海
外
を
含
む
）
で

　
　
開
催
さ
れ
る
商
談
会
・
見
本
市
等

　
③
即
売
を
主
と
し
な
い
商
談
会
等

●
補
助
対
象
経
費

　
出
展
に
係
る
経
費
と
認
め
ら
れ
る
も
の

●
補
助
率
　
１
／
２
以
内

●
補
助
限
度
額

　
１
年
度
に
つ
き
、
合
計
10
万
円
ま
で

●
申
請
時
期
　
出
展
前

●
対
象
事
業
所

　
①
岸
和
田
商
工
会
議
所
の
会
員
事
業
所

　
②
岸
和
田
市
内
で
創
業
を
予
定
し
て
い

　
　
る
個
人
又
は
法
人
事
業
所

●
利
子
補
給
金
の
額

　
補
助
対
象
融
資
を
受
け
た
日
か
ら
起
算

　
し
て
12
ヶ
月
分
の
返
済
利
子
額
の
う
ち

　
利
率
１
％
分

●
対
象
融
資
額

　
５
０
０
万
円
を
限
度
と
す
る
。

●
申
込
人
の
資
格

　
・
大
阪
府
内
に
居
住
し
、
原
則
と
し
て

　
　
岸
和
田
市
内
の
同
一
場
所
で
１
年
以

　
　
上
引
き
続
き
事
業
を
営
ん
で
お
り
、

　
　
確
定
申
告
・
決
算
に
伴
う
納
税
状
況

　
　
を
証
す
る
こ
と
が
で
き
る
事
業
者
で

　
　
あ
る
こ
と
。

　
・
中
小
企
業
信
用
保
険
法
に
定
め
る
中

　
　
小
企
業
者
で
、
常
時
使
用
す
る
従
業

　
　
員
の
数
が
20
人
以
下
（
商
業
又
は
　

　
　
サ
ー
ビ
ス
業
に
つ
い
て
は
５
人
以
　

　
　
下
）
の
会
社
又
は
個
人
。

　※

業
種
や
そ
の
他
の
要
件
に
よ
っ
て
申

　
　
込
い
た
だ
け
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
融
資
限
度
額

　
１
事
業
者
に
つ
き
６
０
０
万
円
ま
で

　※

既
存
の
信
用
保
証
協
会
の
保
証
付
き

　
　
融
資
の
合
計
額
が
２
，
０
０
０
万
円

　
　
以
上
の
場
合
は
利
用
不
可

●
融
資
期
間
　
４
年
以
内
（
据
置
な
し
）

●
貸
付
利
率
　
年
１
・
２ 

％

　※

約
定
ど
お
り
返
済
さ
れ
た
場
合
、
融

●
登
録
方
法

　
下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら

　
登
録
で
き
ま
す
。

●
対
象
事
業

　
①
岸
和
田
商
工
会
議
所
の
会
員
事
業
所

　
　
資
実
行
１
年
後
よ
り
市
か
ら
一
部
補

　
　
給
が
あ
り
ま
す
。

●
保
証
料
率
　
年
０
・
５
％
～
２
・
２
％

　※

決
算
内
容
に
よ
り
保
証
協
会
に
て
審

　
　
査
後
、
料
率
が
決
定
さ
れ
ま
す
。

　※

約
定
ど
お
り
完
済
さ
れ
た
後
、
10
万

　
　
円
を
上
限
と
し
て
市
か
ら
補
給
が
あ

　
　
り
ま
す
。

●
補
助
を
受
け
ら
れ
る
事
業
所

　
常
時
雇
用
す
る
従
業
員
が
50
人
未
満
　

　
で
、
全
額
事
業
主
負
担
に
よ
り
、
新
規

　
に
中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度
ま
た
は

　
特
定
退
職
金
共
済
制
度
に
加
入
し
、
補

　
助
対
象
期
間
中
の
掛
け
金
を
払
い
込
ん

　
だ
事
業
所

●
補
助
率
、
補
助
限
度
額

　
加
入
し
た
月
か
ら
24
ヶ
月
、
月
額
掛
金

　
の
10
％

　※

１
人
当
た
り
月
額
８
０
０
円
が
限
度

●
申
請
時
期

　
１
年
間
分
（
１
月
～
12
月
）
に
つ
い
て
、

　
翌
年
２
月
10
日
ま
で

岸
和
田
商
工
会
議
所

　
創
業
に
必
要
な
資
金
の
融
資
を
受
け

た
起
業
者
に
対
し
、
融
資
資
金
に
係
る

利
子
の
一
部
を
補
給
し
ま
す
。

  

商
談
会
等
出
展
補
助
金

　
国
、
府
、
市
、
そ
の
他
各
種
支
援
機

関
の
補
助
金
の
情
報
や
、
各
種
セ
ミ

ナ
ー
等
の
開
催
情
報
な
ど
の
情
報
を
掲

載
し
た
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
を
、
原
則
、

月
に
１
回
配
信
し
て
い
ま
す
。

　
販
路
拡
大
や
市
場
開
拓
を
目
的
と
し

て
実
施
さ
れ
る
商
談
会
・
見
本
市
等
へ

の
出
展
に
つ
い
て
、
そ
の
費
用
の
一
部

を
補
助
し
ま
す
。

  

岸
和
田
市
中
小
企
業
サ
ポ
ー
ト
融
資

　
事
業
に
必
要
な
運
転
資
金
・
設
備
資

金
を
円
滑
に
調
達
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
大
阪
信
用
保
証
協
会
の
保
証
を

付
し
て
融
資
を
あ
っ
せ
ん
し
て
い
ま
す
。

  

中
退
共
等
加
入
促
進
補
助
制
度

　「
中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度
」
及

び
「
特
定
退
職
金
共
済
制
度
」
の
加
入

事
業
所
に
対
し
て
、
掛
け
金
の
一
部
を

補
助
し
ま
す
。

  

新
創
業
融
資
利
子
補
給
金

  

岸
和
田
市
企
業
支
援

  

メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン

助
成
金
等
に
関
す
る
お
問
合
せ
は

岸
和
田
市 

魅
力
創
造
部

　
　
　
　
　
産
業
政
策
課
ま
で

０
７
２-

４
２
３-

９
４
８
５

助
成
金
等
に
関
す
る
お
問
合
せ
は

岸
和
田
商
工
会
議
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中
小
企
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相
談
所
ま
で

０
７
２-

４
３
９-

５
０
２
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平
成
31
年
３
月
28
日
、
岸
和
田
商
工
会

議
所
に
て
、
岸
和
田
市
と
当
所
正
副
会
頭

と
の
意
見
交
換
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
岸
和
田
市
か
ら
は
、
永
野
耕
平
市
長
、

小
山
藤
夫
・
土
佐
邦
之
副
市
長
を
は
じ
め

７
名
が
出
席
し
、
当
所
か
ら
は
、
中
井
秀

樹
会
頭
、
奥
田
晧
策
・
寺
内
琢
雅
・
奥
忠
道
・

安
田
雅
和
副
会
頭
な
ど
８
名
が
出
席
し
ま

し
た
。

　
今
回
は
、「
市
役
所
本
庁
舎
の
建
替
建

設
地
の
決
定
及
び
建
設
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に

つ
い
て
」、「
国
庫
補
助
に
よ
る
消
費
税
引

上
げ
対
策
の
低
所
得
者
・
子
育
て
世
帯
主

向
け
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
の
発
行
に
つ

い
て
」、「
泉
州
地
域
に
お
け
る
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
の
立
ち
寄
り
観
光
や
コ
ト
消
費
型
観

光
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
」
な
ど
、
市

政
や
地
域
経
済
の
活
性
化
に
向
け
た
様
々

な
課
題
に
つ
い
て
広
く
意
見
を
交
わ
し
ま

し
た
。

　
今
後
も
、
定
期
的
に
岸
和
田
市
と
の
意

見
交
換
会
を
開
催
し
、
岸
和
田
市
と
の
連

携
を
深
め
、
産
業
振
興
や
地
域
経
済
の
活

性
化
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
岸
和
田
商
工
会
議
所
で
は
、
組
織
活
性

化
委
員
会
を
中
心
に
、
商
工
会
議
所
の
全

組
織
を
挙
げ
て
会
員
増
強
に
取
り
組
ん
で

お
り
ま
す
が
、
そ
の
業
績
が
認
め
ら
れ
、

平
成
31
年
３
月
20
日
開
催
の
日
本
商
工
会

議
所
第
１
２
９
回
通
常
会
員
総
会
に
お
い

て
、
組
織
強
化
表
彰
（
会
員
数
増
加
）
を

受
賞
い
た
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
も
ひ
と
え
に
役
員
・
議
員
並
び
に

会
員
様
の
ご
協
力
の
賜
物
と
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
引
き
続
き
会
員
増
強
運

動
を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
今
後
と

も
ご
協
力
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

日
本
商
工
会
議
所

組
織
強
化
表
彰
を
受
賞

岸
和
田
市
と
の
意
見
交
換
会
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平
成
31
年
４
月
12
日
、
ア
ク
ア
テ
ラ
ス
・

リ
バ
ー
ジ
ュ
ブ
ラ
ン
に
て
、
岸
和
田
商
工

会
議
所
青
年
部
の
第
34
回
定
期
総
会
並
び

に
懇
親
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
総
会
で
は
、
内
田
滋
雄
氏
が
２
０
１
９

年
度
会
長
に
選
出
さ
れ
た
ほ
か
、
平
成
30

年
度
事
業
報
告
並
び
に
収
支
決
算
報
告
、

２
０
１
９
年
度
事
業
計
画
案
並
び
に
収
支

予
算
案
が
上
程
さ
れ
、
全
会
一
致
で
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

　
懇
親
会
で
は
、
内
田
会
長
が
挨
拶
の
な

か
で
２
０
１
９
年
度
会
長
と
し
て
の
抱
負

を
述
べ
、
メ
ン
バ
ー
間
で
は
今
年
度
の
青

年
部
事
業
の
取
り
組
み
方
な
ど
に
つ
い
て

活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
31
年
４
月
９
日
、
五
風
荘
（
岸
和

田
市
岸
城
町
）
に
て
、
当
女
性
会
の
春
の

恒
例
行
事
で
あ
る
お
茶
会
を
開
催
し
ま
し

た
。

　
当
日
は
、
五
風
荘
内
の
茶
室
「
利
庵 

残
月
亭
」
を
使
用
し
、
美
味
し
い
御
抹
茶

と
と
も
に
、
岸
和
田
の
老
舗
「
御
菓
子
司 

小
山
梅
花
堂
」
の
桜
餅
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　
岸
和
田
城
周
辺
の
桜
は
満
開
で
、
天
候

に
も
恵
ま
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
近
隣
女
性

会
会
員
の
皆
様
の
ほ
か
一
般
の
方
に
も
お

越
し
い
た
だ
き
、
多
く
の
方
と
交
流
を
深

め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
影
響
な
ど
も
あ
り
、

今
年
は
初
め
て
、
ラ
オ
ス
や
デ
ン
マ
ー
ク

と
い
っ
た
外
国
か
ら
の
旅
行
者
に
も
お
越

し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
伝
統
的
な
日
本
文

化
を
気
軽
に
体
験
し
な
が
ら
、
異
文
化
交

流
を
図
る
こ
と
が
で
き
、
大
変
有
意
義
な

お
茶
会
と
な
り
ま
し
た
。

▼
会
　
　
長
　
内
田 

滋
雄

▼
副 

会 

長 
 

櫻
井 

智
彦

　
　
　
　
　
　
滝
口 

倫
之

　
　
　
　
　
　
藤
原 

茂
則

▼
事
務
局
長 

 

北
野 

健
太
郎

▼
監 

査 

役
　
濱
川 

実

▼
会
　 

 

計
　
阪
田 

俊
次

▼
直
前
会
長
　
森
田 

敏
裕

▼
会
員
活
性
化
委
員
長
　
山
本 

賢
治
　

▼
地
域
活
性
化
委
員
長
　
永
野 

祥
司

▼
総
務
・
広
報
委
員
長
　
石
川 

将
之

▼
相 

談 

役
　
伊
丹 

泰
司

　
　
　
　
　
　
烏
野 

隆
生

　
　
　
　
　
　
川
口 

光
國

　
　
　
　
　
　
笹
嶋 

栄
作

　
　
　
　
　
　
永
吉 

誠

　
　
　
　
　
　
林
　 

工

　
　
　
　
　
　
南
　 

裕
紀

　
　
　
　
　
　
吉
田 

郁
夫 

 
 

２
０
１
９
年
度 

役
員

女
性
会
活
動
報
告

〜
き
し
わ
だ
物
語
〜 

桜
の
も
と
で
お
茶
会

青
年
部
活
動
報
告

第
34
回
定
期
総
会
並
び
に
懇
親
会
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れ
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内
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会
長
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度
会
長
と
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会議所の動き

　
平
成
31
年
４
月
７
日
、
南
海
岸
和
田
駅

周
辺
の
商
店
街
（
岸
和
田
駅
前
通
商
店
街
・

寿
栄
広
商
店
街
・
城
見
橋
筋
商
店
街
・
岸

和
田
本
通
り
商
店
街
・
か
じ
や
ま
ち
）
で

は
、岸
和
田
Ｔ
Ｍ
Ｏ
主
催
に
よ
る
春
の
「
み

ん
な
Ｄ
ａ
ｙ
参
加
！
ど
ん
チ
ャ
カ
フ
ェ
ス

タ
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
岸
和
田
駅
前
通
商
店
街
に
設
置
さ
れ
た

特
設
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
や

フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ
演
奏
な
ど
の
楽
し
い
イ

ベ
ン
ト
が
催
さ
れ
、
ス
テ
ー
ジ
周
辺
は
大

い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
岸
和
田
駅
前
通
商
店
街
、
か
じ

や
ま
ち
の
特
設
会
場
で
は
毎
年
大
好
評
の

「
人
形
劇
ま
ち
か
ど
ス
テ
ー
ジ
」
が
開
催

さ
れ
、
た
く
さ
ん
の
子
供
達
が
臨
場
感
溢

れ
る
人
形
劇
公
演
を
楽
し
ん
で
い
ま
し

た
。

　
各
商
店
街
で
は
、
縁
日
出
店
、
ゲ
ー
ム

コ
ー
ナ
ー
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
趣

向
を
こ
ら
し
た
独
自
の
イ
ベ
ン
ト
が
実
施

さ
れ
た
ほ
か
、
大
道
芸
人
に
よ
る
「
街
な

か
大
道
芸
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
な
ど
が
催

さ
れ
、
商
店
街
周
辺
は
子
供
か
ら
大
人
ま

で
多
く
の
来
街
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

久米田高校太鼓部 久米田高校フォークソング部

岸和田駅前通商店街のゲームコーナー

野村中学校ブラスバンド部 岸和田市少年少女合唱団

み
ん
な

参
加
！
ど
ん
チ
ャ
カ
フ
ェ
ス
タ

Ｄａｙ

み
ん
な

参
加
！
ど
ん
チ
ャ
カ
フ
ェ
ス
タ

Ｄａｙ

み
ん
な

参
加
！
ど
ん
チ
ャ
カ
フ
ェ
ス
タ

Ｄａｙ

春
の

専門相談窓口のご案内
岸和田商工会議所では、 「専門相談窓口」 を設置して、 経営の幅広い分野にわたる悩みやご相談をお受けしています。
弁護士・税理士・弁理士・社会保険労務士などの各分野の専門家が親切かつ丁寧に対応して、 適切なアドバイスをいたします。
ご相談はすべて無料、 もちろん秘密は厳守いたします。 お気軽にご利用ください。
なお、 各相談窓口をご利用の際は、 電話にて事前にご予約をお願いいたします。

法　　　律

特許・発明
実用新案等

よろず相談

創　　　業

事 業 承 継

5 月14 日（火）相談日 13:00 ～ 16:00 弁護士〔民事・商事〕

5 月23 日（木）相談日 13:00 ～ 16:00 弁護士〔商取引・不動産取引・中小企業法務〕

6 月11 日（火）相談日 13:00 ～ 16:00 弁護士〔商取引・不動産取引・中小企業法務〕

6 月15 日（水）相談日 13:00 ～ 16:00 弁理士

5 月15 日（水）相談日 10:00 ～ 17:00 大阪府よろず支援拠点コーディネーター

6 月19 日（水）相談日 10:00 ～ 17:00 大阪府よろず支援拠点コーディネーター

相談日  事前にご希望の日時をご連絡ください。 商工会議所経営指導員

相談日  事前にご希望の日時をご連絡ください。 事業承継コーディネーター

相談の申込み・お問い合わせは

072-439-5023
岸和田商工会議所 中小企業相談所まで

TEL.

6 月18 日（火）相談日 13:00 ～ 16:00 弁護士〔労務・債権回収〕
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連載 会員情報・景気観測

岸和田商工会議所では、新たにご入会頂ける会員様を随意募集しています。
入会をご希望される事業所がございましたら、ご紹介頂きますようお願い
申し上げます。ご連絡を頂きましたら、職員がご説明にお伺いします。

ご入会に関するお問い合わせは

岸和田商工会議所まで

072-439-5023

サービスNatural Beauty complex TIARA 岸和田市宮本町 ヨガ、ネイル、エクステ

オッペン化粧品　E’ｆｉｎｉ 岸和田市小松里町 小売商業化粧品販売、エステティックサロン

(順不同・敬称略）

事業所名 所在地 事業内容 所属部会

株式会社ステラ 大阪市北区西天満 法律事務所運営の補助業務

株式会社オフィスひまわり 岸和田市土生町 軽自動車運送

サービス

交通運輸

花田そろばん教室 阪南市緑ケ丘 サービスそろばん教室

新 入会員のご紹介
NEW MEMBER ご入会、誠にありがとうございます。

-Thank you for joining-

実施期間 5月1日～10月31日
岸和田商工会議所におきましては、地球温暖化対策・省電力の一環として、

5月1日から10月31日まで、職員のノーネクタイ・ノー上着の軽装を実施する

ことと致しました。皆様のご理解とご協力を何卒よろしくお願い申し上げます。

クールビズ実施のお知らせクールビズ実施のお知らせ

熊谷 亮丸（くまがい みつまる）

株式会社大和総研
常務取締役 調査本部副本部長 チーフエコノミスト
財務省、総務省、内閣官房、内閣府、参議院など
の公職を歴任。２０１８年より経済同友会幹事。
２０１８年より株式会社財界研究所「財界賞・経
営者賞」選考委員会 選考委員。

　
近
年
、
日
本
の
「
も
の
づ
く
り
」
が
地

盤
沈
下
し
た
と
の
見
方
が
勢
い
を
増
し
て

き
た
。
筆
者
は
、わ
が
国
の「
も
の
づ
く
り
」

復
活
に
向
け
た
大
き
な
鍵
は
「
デ
ザ
イ
ン
」

の
復
権
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
現
在
、
世
界
的
な
「
も
の
づ
く
り
」
の

業
界
は
、
技
術
で
は
差
が
つ
き
に
く
い
環

境
に
陥
っ
て
い
る
。
モ
ノ
が
世
の
中
に
あ

ふ
れ
飽
和
状
態
に
な
る
一
方
で
、
技
術
は

成
熟
化
し
て
い
る
。
ま
た
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
発
達
な
ど
も
あ
り
、
消
費
者
の
嗜
好

（
し
こ
う
）
は
多
様
化
し
て
い
る
。
こ
う

し
た
環
境
下
で
は
、「
デ
ザ
イ
ン
」
こ
そ

が
商
品
を
差
別
化
す
る
大
き
な
要
因
に

な
っ
て
く
る
の
だ
。

　
元
来
、
日
本
企
業
は
「
デ
ザ
イ
ン
」
と

い
う
概
念
を
狭
く
捉
え
る
傾
向
が
あ
る
。

単
な
る
「
形
」「
意
匠
」「
ス
タ
イ
リ
ン
グ
」

と
い
っ
た
表
面
的
な
意
味
で
「
デ
ザ
イ
ン
」

が
認
識
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
考
え
方
は

大
間
違
い
で
あ
る
。
デ
ザ
イ
ン
と
は
、
商

品
開
発
、
流
通
、
営
業
な
ど
の
各
部
門
か

ら
生
じ
た
、
経
営
上
の
さ
ま
ざ
ま
な
要
求

を
総
合
的
に
調
和
さ
せ
る
行
為
で
あ
り
、

現
代
の
「
も
の
づ
く
り
」
に
お
け
る
「
扇

の
要
」
で
あ
る
と
の
意
識
改
革
が
必
要
で

あ
る
。

　「
デ
ザ
イ
ナ
ー
」
と
い
う
仕
事
に
関
し

て
も
、
海
外
で
は
経
営
学
修
士
（
Ｍ
Ｂ
Ａ
）

や
技
術
経
営
修
士
（
Ｍ
Ｏ
Ｔ
）
を
同
時
に

取
得
す
る
ケ
ー
ス
が
多
い
。
商
品
開
発
、

優
秀
な
職
人
を
「
腕
が
い
い
」
と
い
う
の

も
、
こ
の
「
ａ
ｒ
ｍ
」
と
関
係
が
あ
る
表

現
だ
。
そ
し
て
、
ラ
テ
ン
語
の
「
ア
ル
ス
」

は
英
語
の
「
芸
術
（
ア
ー
ト
、ａ
ｒ
ｔ
）」

に
つ
な
が
っ
て
い
く
。

　
つ
ま
り
、「
技
術
」
と
「
芸
術
」
と
い

う
言
葉
は
、
同
じ
語
源
か
ら
発
生
し
て
い

る
の
で
あ
る
。

　
歴
史
的
に
見
る
と
、
わ
が
国
の
「
も
の

づ
く
り
」
は
、「
技
術
」
と
「
芸
術
」
を

バ
ラ
ン
ス
良
く
追
求
し
て
き
た
。
例
え
ば
、

19
世
紀
の
パ
リ
万
博
に
出
品
さ
れ
高
い
評

価
を
受
け
た
「
有
田
焼
」
や
「
薩
摩
焼
」
は
、

実
用
性
と
と
も
に
芸
術
性
を
兼
ね
備
え
た

存
在
で
あ
っ
た
。
い
わ
ゆ
る
「
用
の
美
（
よ

う
の
び
）」
と
い
う
も
の
だ
。
し
か
し
な

が
ら
、近
年
わ
が
国
の
「
も
の
づ
く
り
」
は
、

両
者
の
バ
ラ
ン
ス
を
明
ら
か
に
失
っ
て
い

る
。
か
つ
て
は
、
創
業
時
の
ソ
ニ
ー
の
よ

う
に
、
一
連
の
独
創
的
な
デ
ザ
イ
ン
で
業

績
を
飛
躍
的
に
向
上
さ
せ
た
企
業
も
あ
っ

た
。
し
か
し
、近
年
、日
本
企
業
は
「
技
術
」

に
偏
り
過
ぎ
て
、「
芸
術
」
性
を
失
っ
て

し
ま
っ
た
の
だ
。
今
後
、「
デ
ザ
イ
ン
」

は
「
技
術
」
と
「
芸
術
」
を
つ
な
ぐ
要
の

よ
う
な
役
割
を
果
た
し
得
る
。
日
本
の「
も

の
づ
く
り
」
が
か
つ
て
の
バ
ラ
ン
ス
の
と

れ
た
状
況
に
復
す
る
に
は
、「
デ
ザ
イ
ン
」

重
視
の
経
営
に
大
胆
に
シ
フ
ト
す
る
こ
と

が
大
き
な
課
題
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

流
通
、
営
業
な
ど
の
幅
広
い
分
野
に
精
通

し
た
上
で
、
経
営
上
の
さ
ま
ざ
ま
な
要
求

を
総
合
的
に
調
和
さ
せ
る
行
為
こ
そ
が

「
デ
ザ
イ
ン
」
の
本
質
だ
か
ら
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
日
本
で
は
、
伝
統
的
に
製
造

部
門
の
地
位
が
高
く
、
デ
ザ
イ
ン
部
門
の

地
位
が
低
い
傾
向
が
あ
る
。

　
こ
の
仕
組
み
を
抜
本
的
に
改
め
る
に

は
、
昇
進
な
ど
の
面
で
、「
デ
ザ
イ
ナ
ー
」

の
地
位
を
上
げ
る
取
り
組
み
が
必
要
だ
。

例
え
ば
、
韓
国
で
は
工
業
デ
ザ
イ
ナ
ー
の

地
位
を
高
め
、
デ
ザ
イ
ン
性
の
高
い
商
品

を
生
み
出
し
、
欧
州
で
人
気
を
博
し
て
い

る
。
イ
タ
リ
ア
な
ど
で
大
ヒ
ッ
ト
し
た
ワ

イ
ン
グ
ラ
ス
を
模
し
た
形
状
の
「
ボ
ル

ド
ー
Ｔ
Ｖ
」
は
、
技
術
者
の
集
団
で
あ
る

日
本
企
業
か
ら
は
決
し
て
生
ま
れ
な
い
ア

イ
デ
ア
で
あ
ろ
う
。

　
元
来
、日
本
の
「
も
の
づ
く
り
」
は
「
技

術
」
と
「
芸
術
」
と
い
う
二
つ
の
要
素
を

兼
ね
備
え
て
い
た
。

　
そ
も
そ
も
、「
技
術
」
と
「
芸
術
」
と

い
う
言
葉
は
、
同
じ
語
源
か
ら
発
生
し
て

い
る
。

　「
技
術
」
の
語
源
を
た
ど
る
と
、
ギ
リ

シ
ャ
語
の
「
テ
ク
ネ
（
ｔ
ｅ
ｃ
ｈ
ｎ
ｅ
）」

と
い
う
言
葉
に
行
き
当
た
る
。
ギ
リ
シ
ャ

語
の
「
テ
ク
ネ
」
が
英
語
の
「
技
術
（
テ

ク
ニ
ッ
ク
、ｔ
ｅ
ｃ
ｈ
ｎ
ｉ
ｑ
ｕ
ｅ
）」
に

変
じ
た
の
だ
。
同
時
に
、
ギ
リ
シ
ャ
語
の

「
テ
ク
ネ
」
は
ラ
テ
ン
語
の
「
ア
ル
ス
（
ａ

ｒ
ｓ
）」
と
い
う
言
葉
を
生
ん
だ
。

　
ち
な
み
に
、「
ア
ル
ス
」
は
「
ａ
ｒ
ｍ

（
腕
）」
と
同
じ
仲
間
に
属
す
る
。
例
え
ば
、

『ものづくり』復活の鍵は
　　　 『デザイン』の復権

【製造業】従業員ＤＩ値は改善傾向、業況・採算・先行き見
通しＤＩ値は悪化傾向、その他の項目はほぼ横ば
い

【卸売業】従業員ＤＩ値は改善傾向、業況・仕入単価・先行
き見通しＤＩ値は悪化傾向、その他の項目はほぼ
横ばい

【小売業】従業員ＤＩ値は改善傾向、業況・採算・資金繰り
・先行き見通しＤＩ値は悪化傾向、その他の項目
はほぼ横ばい

【サービス業】 業況・売上高・採算・資金繰り・先行き見通しＤ
Ｉ値は悪化傾向、その他の項目はほぼ横ばい

業況・資金繰り・仕入単価・従業員・先行き見通
しＤＩ値は改善傾向、売上高・採算ＤＩ値は悪化
傾向、その他の項目はほぼ横ばい

【建設業】

業　況 採　算売上高 資金繰り 仕入単価 従業員 先行き見通し

建設業

26.3

▲21.7

製造業

16.5▲20.8

卸売業

▲16.7

0.0

小売業

サービス業

35.7

岸和田商工会議所では、岸和田市内の会員事業所（建設業

・製造業・卸売業・小売業・サービス業）を対象に、景況

並びに経済動向等に関する情報収集および分析を行い、今

後の経営改善事業に資するとともに、これらの情報を会員

事業所の皆様へ提供し、参考にしていただいております。

市内景気観測

ＤＩ＝（増加・好転などの回答割合）－（減少・悪化などの回答割合）

ＤＩ値は、売上・採算・業況などの各項目についての、判断

の状況を表す。ゼロを基準として、プラスの値で景気の上向

き傾向を表す回答の割合が多いことを示し、マイナスの値で

景気の下向き傾向を表す回答の割合が多いことを示す。

※ＤＩ値（景況判断指数）について

+30 +10 ▲10 30

∓

0

業　況 採　算売上高 資金繰り 仕入単価 従業員 先行き見通し

業　況 採　算売上高 資金繰り 仕入単価 従業員 先行き見通し

業　況 採　算売上高 資金繰り 仕入単価 従業員 先行き見通し

業　況 採　算売上高 資金繰り 仕入単価 従業員 先行き見通し

4月調査結果
〈4月1日～22日〉

4.3

20.2

▲24.1

▲17.4

14.3

23.5

▲5.3

7.1

▲5.6

▲18.6

10.5

0.0

4.3

14.3 0.0

0.0▲11.8 ▲17.6

4.30.0

5.6 ▲27.8 ▲17.8 ▲12.0

0.0 ▲11.5 ▲10.5 8.3
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岸和田商工会議所では、新たにご入会頂ける会員様を随意募集しています。
入会をご希望される事業所がございましたら、ご紹介頂きますようお願い
申し上げます。ご連絡を頂きましたら、職員がご説明にお伺いします。

ご入会に関するお問い合わせは

岸和田商工会議所まで

072-439-5023

サービスNatural Beauty complex TIARA 岸和田市宮本町 ヨガ、ネイル、エクステ

オッペン化粧品　E’ｆｉｎｉ 岸和田市小松里町 小売商業化粧品販売、エステティックサロン

(順不同・敬称略）

事業所名 所在地 事業内容 所属部会

株式会社ステラ 大阪市北区西天満 法律事務所運営の補助業務

株式会社オフィスひまわり 岸和田市土生町 軽自動車運送

サービス

交通運輸

花田そろばん教室 阪南市緑ケ丘 サービスそろばん教室

新 入会員のご紹介
NEW MEMBER ご入会、誠にありがとうございます。

-Thank you for joining-

実施期間 5月1日～10月31日
岸和田商工会議所におきましては、地球温暖化対策・省電力の一環として、

5月1日から10月31日まで、職員のノーネクタイ・ノー上着の軽装を実施する

ことと致しました。皆様のご理解とご協力を何卒よろしくお願い申し上げます。

クールビズ実施のお知らせクールビズ実施のお知らせ

熊谷 亮丸（くまがい みつまる）

株式会社大和総研
常務取締役 調査本部副本部長 チーフエコノミスト
財務省、総務省、内閣官房、内閣府、参議院など
の公職を歴任。２０１８年より経済同友会幹事。
２０１８年より株式会社財界研究所「財界賞・経
営者賞」選考委員会 選考委員。

　
近
年
、
日
本
の
「
も
の
づ
く
り
」
が
地

盤
沈
下
し
た
と
の
見
方
が
勢
い
を
増
し
て

き
た
。
筆
者
は
、わ
が
国
の「
も
の
づ
く
り
」

復
活
に
向
け
た
大
き
な
鍵
は
「
デ
ザ
イ
ン
」

の
復
権
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
現
在
、
世
界
的
な
「
も
の
づ
く
り
」
の

業
界
は
、
技
術
で
は
差
が
つ
き
に
く
い
環

境
に
陥
っ
て
い
る
。
モ
ノ
が
世
の
中
に
あ

ふ
れ
飽
和
状
態
に
な
る
一
方
で
、
技
術
は

成
熟
化
し
て
い
る
。
ま
た
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
発
達
な
ど
も
あ
り
、
消
費
者
の
嗜
好

（
し
こ
う
）
は
多
様
化
し
て
い
る
。
こ
う

し
た
環
境
下
で
は
、「
デ
ザ
イ
ン
」
こ
そ

が
商
品
を
差
別
化
す
る
大
き
な
要
因
に

な
っ
て
く
る
の
だ
。

　
元
来
、
日
本
企
業
は
「
デ
ザ
イ
ン
」
と

い
う
概
念
を
狭
く
捉
え
る
傾
向
が
あ
る
。

単
な
る
「
形
」「
意
匠
」「
ス
タ
イ
リ
ン
グ
」

と
い
っ
た
表
面
的
な
意
味
で
「
デ
ザ
イ
ン
」

が
認
識
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
考
え
方
は

大
間
違
い
で
あ
る
。
デ
ザ
イ
ン
と
は
、
商

品
開
発
、
流
通
、
営
業
な
ど
の
各
部
門
か

ら
生
じ
た
、
経
営
上
の
さ
ま
ざ
ま
な
要
求

を
総
合
的
に
調
和
さ
せ
る
行
為
で
あ
り
、

現
代
の
「
も
の
づ
く
り
」
に
お
け
る
「
扇

の
要
」
で
あ
る
と
の
意
識
改
革
が
必
要
で

あ
る
。

　「
デ
ザ
イ
ナ
ー
」
と
い
う
仕
事
に
関
し

て
も
、
海
外
で
は
経
営
学
修
士
（
Ｍ
Ｂ
Ａ
）

や
技
術
経
営
修
士
（
Ｍ
Ｏ
Ｔ
）
を
同
時
に

取
得
す
る
ケ
ー
ス
が
多
い
。
商
品
開
発
、

優
秀
な
職
人
を
「
腕
が
い
い
」
と
い
う
の

も
、
こ
の
「
ａ
ｒ
ｍ
」
と
関
係
が
あ
る
表

現
だ
。
そ
し
て
、
ラ
テ
ン
語
の
「
ア
ル
ス
」

は
英
語
の
「
芸
術
（
ア
ー
ト
、ａ
ｒ
ｔ
）」

に
つ
な
が
っ
て
い
く
。

　
つ
ま
り
、「
技
術
」
と
「
芸
術
」
と
い

う
言
葉
は
、
同
じ
語
源
か
ら
発
生
し
て
い

る
の
で
あ
る
。

　
歴
史
的
に
見
る
と
、
わ
が
国
の
「
も
の

づ
く
り
」
は
、「
技
術
」
と
「
芸
術
」
を

バ
ラ
ン
ス
良
く
追
求
し
て
き
た
。
例
え
ば
、

19
世
紀
の
パ
リ
万
博
に
出
品
さ
れ
高
い
評

価
を
受
け
た
「
有
田
焼
」
や
「
薩
摩
焼
」
は
、

実
用
性
と
と
も
に
芸
術
性
を
兼
ね
備
え
た

存
在
で
あ
っ
た
。
い
わ
ゆ
る
「
用
の
美
（
よ

う
の
び
）」
と
い
う
も
の
だ
。
し
か
し
な

が
ら
、近
年
わ
が
国
の
「
も
の
づ
く
り
」
は
、

両
者
の
バ
ラ
ン
ス
を
明
ら
か
に
失
っ
て
い

る
。
か
つ
て
は
、
創
業
時
の
ソ
ニ
ー
の
よ

う
に
、
一
連
の
独
創
的
な
デ
ザ
イ
ン
で
業

績
を
飛
躍
的
に
向
上
さ
せ
た
企
業
も
あ
っ

た
。
し
か
し
、近
年
、日
本
企
業
は
「
技
術
」

に
偏
り
過
ぎ
て
、「
芸
術
」
性
を
失
っ
て

し
ま
っ
た
の
だ
。
今
後
、「
デ
ザ
イ
ン
」

は
「
技
術
」
と
「
芸
術
」
を
つ
な
ぐ
要
の

よ
う
な
役
割
を
果
た
し
得
る
。
日
本
の「
も

の
づ
く
り
」
が
か
つ
て
の
バ
ラ
ン
ス
の
と

れ
た
状
況
に
復
す
る
に
は
、「
デ
ザ
イ
ン
」

重
視
の
経
営
に
大
胆
に
シ
フ
ト
す
る
こ
と

が
大
き
な
課
題
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

流
通
、
営
業
な
ど
の
幅
広
い
分
野
に
精
通

し
た
上
で
、
経
営
上
の
さ
ま
ざ
ま
な
要
求

を
総
合
的
に
調
和
さ
せ
る
行
為
こ
そ
が

「
デ
ザ
イ
ン
」
の
本
質
だ
か
ら
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
日
本
で
は
、
伝
統
的
に
製
造

部
門
の
地
位
が
高
く
、
デ
ザ
イ
ン
部
門
の

地
位
が
低
い
傾
向
が
あ
る
。

　
こ
の
仕
組
み
を
抜
本
的
に
改
め
る
に

は
、
昇
進
な
ど
の
面
で
、「
デ
ザ
イ
ナ
ー
」

の
地
位
を
上
げ
る
取
り
組
み
が
必
要
だ
。

例
え
ば
、
韓
国
で
は
工
業
デ
ザ
イ
ナ
ー
の

地
位
を
高
め
、
デ
ザ
イ
ン
性
の
高
い
商
品

を
生
み
出
し
、
欧
州
で
人
気
を
博
し
て
い

る
。
イ
タ
リ
ア
な
ど
で
大
ヒ
ッ
ト
し
た
ワ

イ
ン
グ
ラ
ス
を
模
し
た
形
状
の
「
ボ
ル

ド
ー
Ｔ
Ｖ
」
は
、
技
術
者
の
集
団
で
あ
る

日
本
企
業
か
ら
は
決
し
て
生
ま
れ
な
い
ア

イ
デ
ア
で
あ
ろ
う
。

　
元
来
、日
本
の
「
も
の
づ
く
り
」
は
「
技

術
」
と
「
芸
術
」
と
い
う
二
つ
の
要
素
を

兼
ね
備
え
て
い
た
。

　
そ
も
そ
も
、「
技
術
」
と
「
芸
術
」
と

い
う
言
葉
は
、
同
じ
語
源
か
ら
発
生
し
て

い
る
。

　「
技
術
」
の
語
源
を
た
ど
る
と
、
ギ
リ

シ
ャ
語
の
「
テ
ク
ネ
（
ｔ
ｅ
ｃ
ｈ
ｎ
ｅ
）」

と
い
う
言
葉
に
行
き
当
た
る
。
ギ
リ
シ
ャ

語
の
「
テ
ク
ネ
」
が
英
語
の
「
技
術
（
テ

ク
ニ
ッ
ク
、ｔ
ｅ
ｃ
ｈ
ｎ
ｉ
ｑ
ｕ
ｅ
）」
に

変
じ
た
の
だ
。
同
時
に
、
ギ
リ
シ
ャ
語
の

「
テ
ク
ネ
」
は
ラ
テ
ン
語
の
「
ア
ル
ス
（
ａ

ｒ
ｓ
）」
と
い
う
言
葉
を
生
ん
だ
。

　
ち
な
み
に
、「
ア
ル
ス
」
は
「
ａ
ｒ
ｍ

（
腕
）」
と
同
じ
仲
間
に
属
す
る
。
例
え
ば
、

『ものづくり』復活の鍵は
　　　 『デザイン』の復権

【製造業】従業員ＤＩ値は改善傾向、業況・採算・先行き見
通しＤＩ値は悪化傾向、その他の項目はほぼ横ば
い

【卸売業】従業員ＤＩ値は改善傾向、業況・仕入単価・先行
き見通しＤＩ値は悪化傾向、その他の項目はほぼ
横ばい

【小売業】従業員ＤＩ値は改善傾向、業況・採算・資金繰り
・先行き見通しＤＩ値は悪化傾向、その他の項目
はほぼ横ばい

【サービス業】 業況・売上高・採算・資金繰り・先行き見通しＤ
Ｉ値は悪化傾向、その他の項目はほぼ横ばい

業況・資金繰り・仕入単価・従業員・先行き見通
しＤＩ値は改善傾向、売上高・採算ＤＩ値は悪化
傾向、その他の項目はほぼ横ばい

【建設業】

業　況 採　算売上高 資金繰り 仕入単価 従業員 先行き見通し

建設業

26.3

▲21.7

製造業

16.5▲20.8

卸売業

▲16.7

0.0

小売業

サービス業

35.7

岸和田商工会議所では、岸和田市内の会員事業所（建設業

・製造業・卸売業・小売業・サービス業）を対象に、景況

並びに経済動向等に関する情報収集および分析を行い、今

後の経営改善事業に資するとともに、これらの情報を会員

事業所の皆様へ提供し、参考にしていただいております。

市内景気観測

ＤＩ＝（増加・好転などの回答割合）－（減少・悪化などの回答割合）

ＤＩ値は、売上・採算・業況などの各項目についての、判断

の状況を表す。ゼロを基準として、プラスの値で景気の上向

き傾向を表す回答の割合が多いことを示し、マイナスの値で

景気の下向き傾向を表す回答の割合が多いことを示す。

※ＤＩ値（景況判断指数）について

+30 +10 ▲10 30

∓

0

業　況 採　算売上高 資金繰り 仕入単価 従業員 先行き見通し

業　況 採　算売上高 資金繰り 仕入単価 従業員 先行き見通し

業　況 採　算売上高 資金繰り 仕入単価 従業員 先行き見通し

業　況 採　算売上高 資金繰り 仕入単価 従業員 先行き見通し

4月調査結果
〈4月1日～22日〉

4.3

20.2

▲24.1

▲17.4

14.3

23.5

▲5.3

7.1

▲5.6

▲18.6

10.5

0.0

4.3

14.3 0.0

0.0▲11.8 ▲17.6

4.30.0

5.6 ▲27.8 ▲17.8 ▲12.0

0.0 ▲11.5 ▲10.5 8.3
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小会議室

和　　室

２Ｆ

２Ｆ

２Ｆ

集 会 室

大会議室３Ｆ

第３会議室３Ｆ

研 修 室２Ｆ

6,000
12,000
9,000
15,000
7,000
10,000

9時～12時

19,000
38,000
28,500
47,500
14,000
20,000

13時～21時

25,000
50,000
37,500
62,500
21,000
30,000

9時～21時

14,000
28,000
21,000
35,000
14,000
20,000

9時～17時

11,000
22,000
16,500
27,500
7,000
10,000

18時～21時

9,000
18,000
13,500
22,500
7,000
10,000

13時～17時 定 員

210名

面 積

356㎡

基本料金

営利料金

基本料金

営利料金

市内

市外

冷房使用料

暖房使用料

1,200
2,400
1,800
3,000
1,000

9時～12時

3,800
7,600
5,700
9,500
2,000

13時～21時

5,000
10,000
7,500
12,500
3,000

9時～21時

2,800
5,600
4,200
7,000
2,000

9時～17時

2,200
4,400
3,300
5,500
1,000

18時～21時

1,800
3,600
2,700
4,500
1,000

13時～17時 定 員

12名

面 積

31㎡

基本料金

営利料金

基本料金

営利料金

市内

市外

冷暖房使用料

600
1,200
900

1,500
1,000

9時～12時

1,400
2,800
2,100
3,500
2,000

13時～21時

2,000
4,000
3,000
5,000
3,000

9時～21時

1,200
2,400
1,800
3,000
2,000

9時～17時

800
1,600
1,200
2,000
1,000

18時～21時

700
1,400
1,050
1,750
1,000

13時～17時 定 員 面 積

基本料金

営利料金

基本料金

営利料金

市内

市外

冷暖房使用料

12名 31㎡

2,000
4,000
3,000
5,000
3,000

9時～12時

6,500
13,000
9,750
16,250
6,000

13時～21時

8,500
17,000
12,750
21,250
9,000

9時～21時

4,800
9,600
7,200
12,000
6,000

9時～17時

3,700
7,400
5,550
9,250
3,000

18時～21時

3,000
6,000
4,500
7,500
3,000

13時～17時 定 員 面 積

基本料金

営利料金

基本料金

営利料金

市内

市外

冷暖房使用料

90名 136㎡

2,050

4,100

2,050

9時～12時

6,680

13,360

6,170

13時～21時

8,740

17,480

8,220

9時～21時

4,930

9,860

3,080

9時～17時

4,110

8,220

4,110

18時～21時

3,080

6,160

2,050

13時～17時 定 員 面 積

基本料金

営利料金

冷暖房使用料

46名 81㎡

1,230

2,460

1,020

9時～12時

3,900

7,800

3,080

13時～21時

5,140

10,280

4,110

9時～21時

2,880

5,760

1,540

9時～17時

3,080

6,160

2,050

18時～21時

1,850

3,700

1,020

13時～17時 定 員 面 積

基本料金

営利料金

冷暖房使用料

24名 25㎡

【単位：円〈消費税込〉】

【単位：円〈消費税込〉】

【単位：円〈消費税込〉】

※座席のみの場合、400名まで使用可能

注）使用内容によっては、お貸しできない場合があります。また、市外営利目的の場合は、大阪府内の方に限ります。

※座席のみの場合、150名まで使用可能 【単位：円〈消費税込〉】

【単位：円〈消費税込〉】

【単位：円〈消費税込〉】

注）使用内容によっては、お貸しできない場合があります。

セミナーや会議、研修など様々なニーズに合わせてお使い頂けます。 貸会議室に関するお問い合わせは

072-439-5287
岸和田市立産業会館 貸室担当岸和田市立産業会館 貸会議室のご案内

セミナーや会議、研修など様々なニーズに合わせてお使い頂けます。 貸会議室に関するお問い合わせは

072-439-5023
岸和田商工会議所 貸室担当岸和田商工会議所 貸会議室のご案内

渡辺 和博／わたなべ・かずひろ

日経ＢＰ総研サステナブル経営ラボ上席研究員。

１９８６年、筑波大学大学院理工学修士課程修

了。同年、日本経済新聞社入社。日経ビジネス、

日経トレンディなど経営分野、コンシューマ分

野の専門誌編集部を経て現職。全国各地で地域

振興や特産品開発のための講演・コンサルを実

施。消費者起点のものづくりをテーマに地域発

のヒット商品育成を支援。

　
食
品
・
日
用
品
や
商
業
施
設
、
新
し
い
サ
ー

ビ
ス
な
ど
の
ヒ
ッ
ト
商
品
の
多
く
は
女
性
が

け
ん
引
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
商
品
企
画
や

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
関
係
者
の
間
で
は
常
識
に

な
っ
て
い
ま
す
。
地
域
発
の
商
品
で
も
「
女

性
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
つ
く
り
ま
し
た
」
と
い

う
も
の
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　
た
だ
、
い
つ
も
感
じ
る
の
は
「
女
性
向
け

に
つ
く
っ
て
い
る
」
け
れ
ど
、「
女
性
が
求
め

て
い
な
い
商
品
」
も
た
く
さ
ん
あ
る
こ
と
で

す
。
正
直
言
っ
て
売
れ
な
い
だ
ろ
う
な
と
心

の
中
で
思
い
ま
す
。
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
定
め
て

商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
企
画
し
た
り
開
発
し
た

り
す
る
こ
と
自
体
は
間
違
い
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
れ
は
大
切
な
必
要
条
件
で
す
が
、
そ

れ
だ
け
で
十
分
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
以
前
、
と
あ
る
ス
ポ
ー
ツ
競
技
団
体
が
女

性
の
観
客
を
増
や
そ
う
と
し
て
ス
タ
ジ
ア
ム

の
ゲ
ー
ト
の
一
部
を
ピ
ン
ク
色
に
塗
っ
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
効
果
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
最
近
だ
と
建
築
業
界
が
女
性

の
就
労
比
率
を
上
げ
よ
う
と
、
工
事
現
場
に

パ
ウ
ダ
ー
ル
ー
ム
を
備
え
た
ト
イ
レ
を
設
置

す
る
と
い
っ
た
試
み
を
し
て
、
物
議
を
醸
し

ま
し
た
。
い
ず
れ
も
、
男
性
目
線
の
思
い
込

み
に
よ
る
企
画
だ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

た
商
品
を
企
画
開
発
す
る
と
き
は
、
単
に
「
女

性
が
好
き
そ
う
な
色
や
形
、
デ
ザ
イ
ン
を
整

え
れ
ば
よ
い
」
と
い
う
も
の
で
は
な
く
、
本

質
的
に
は
、
女
性
の
持
つ
ど
の
よ
う
な
不
満

や
不
便
、
不
安
、
ス
ト
レ
ス
に
そ
の
商
品
が

向
き
合
っ
て
い
る
か
が
問
題
な
の
で
す
。
女

性
が
感
じ
て
い
る
問
題
点
は
男
性
に
は
想
像

も
で
き
な
い
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
り
し
ま
す
。

そ
れ
を
知
る
に
は
女
性
に
聞
く
し
か
な
い
の

で
す
。
ま
た
、女
性
と
い
っ
て
も
年
齢
や
年
収
、

職
業
上
の
立
場
や
住
ん
で
い
る
地
域
、
雇
用

形
態
、
既
婚
か
未
婚
か
、
子
ど
も
の
有
無
、

家
族
構
成
は
？
　
な
ど
な
ど
、
実
に
多
様
に

そ
の
ニ
ー
ズ
は
細
分
化
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

う
い
っ
た
と
こ
ろ
ま
で
、
き
ち
ん
と
タ
ー
ゲ
ッ

ト
を
想
定
し
て
商
品
企
画
を
進
め
な
い
と
、

ピ
ン
ト
外
れ
な
も
の
を
つ
く
っ
て
し
ま
う
の

で
す
。

　
そ
こ
で
、
な
ぜ
女
性
が
ヒ
ッ
ト
商
品
を
生

む
起
点
に
な
っ
て
い
る
の
か
？
　
か
ら
少
し

深
く
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
私
は
、
現
代
の

日
本
に
お
い
て
女
性
の
方
が
、
不
便
で
生
き

づ
ら
く
、
日
常
に
多
く
の
不
満
を
感
じ
る
環

境
に
あ
る
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
例
え
ば
「
時

短
」
と
い
う
ヒ
ッ
ト
の
キ
ー
ワ
ー
ド
に
し
て

も
、
働
く
女
性
は
一
般
的
に
お
化
粧
に
毎
日

時
間
を
取
ら
れ
ま
す
。
男
性
は
す
っ
ぴ
ん
で

髪
の
毛
が
ボ
サ
ボ
サ
で
も
ま
だ
許
さ
れ
ま
す

が
、
女
性
は
そ
う
は
い
か
な
い
の
で
す
。
そ

れ
だ
け
で
も
男
性
よ
り
一
日
の
時
間
が
不
足

し
ま
す
。
ま
た
子
育
て
を
し
な
が
ら
働
く
女

性
は
、
現
実
に
は
多
く
の
家
事
を
女
性
が
担
っ

て
い
る
た
め
、
さ
ら
に
強
く
時
短
を
求
め
る

環
境
に
あ
り
ま
す
。

　
ヒ
ッ
ト
商
品
が
生
ま
れ
る
パ
タ
ー
ン
と
し

て
「
消
費
者
の
不
満
や
不
便
を
解
消
し
た
か

ら
売
れ
た
」
と
い
う
方
程
式
が
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
機
能
面
だ
け
で
な
く
、
最
近
は
ス

ト
レ
ス
解
消
や
癒
や
し
と
い
っ
た
心
理
面
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
も
の
も
ヒ
ッ
ト
し
て
い
ま
す
。

女
性
に
は
こ
う
し
た
「
解
消
し
た
い
不
満
や

不
便
、
不
安
、
ス
ト
レ
ス
」
が
現
実
に
男
性

よ
り
も
多
い
こ
と
が
、
ヒ
ッ
ト
商
品
を
生
ん

で
い
る
要
因
だ
と
私
は
考
え
て
い
ま
す
。

　
そ
う
す
る
と
、
女
性
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し

『女性向けにつくりました』
                      の落とし穴
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連載

小会議室

和　　室

２Ｆ

２Ｆ

２Ｆ

集 会 室

大会議室３Ｆ

第３会議室３Ｆ

研 修 室２Ｆ

6,000
12,000
9,000
15,000
7,000
10,000

9時～12時

19,000
38,000
28,500
47,500
14,000
20,000

13時～21時

25,000
50,000
37,500
62,500
21,000
30,000

9時～21時

14,000
28,000
21,000
35,000
14,000
20,000

9時～17時

11,000
22,000
16,500
27,500
7,000
10,000

18時～21時

9,000
18,000
13,500
22,500
7,000
10,000

13時～17時 定 員

210名

面 積

356㎡

基本料金

営利料金

基本料金

営利料金

市内

市外

冷房使用料

暖房使用料

1,200
2,400
1,800
3,000
1,000

9時～12時

3,800
7,600
5,700
9,500
2,000

13時～21時

5,000
10,000
7,500
12,500
3,000

9時～21時

2,800
5,600
4,200
7,000
2,000

9時～17時

2,200
4,400
3,300
5,500
1,000

18時～21時

1,800
3,600
2,700
4,500
1,000

13時～17時 定 員

12名

面 積

31㎡

基本料金

営利料金

基本料金

営利料金

市内

市外

冷暖房使用料

600
1,200
900

1,500
1,000

9時～12時

1,400
2,800
2,100
3,500
2,000

13時～21時

2,000
4,000
3,000
5,000
3,000

9時～21時

1,200
2,400
1,800
3,000
2,000

9時～17時

800
1,600
1,200
2,000
1,000

18時～21時

700
1,400
1,050
1,750
1,000

13時～17時 定 員 面 積

基本料金

営利料金

基本料金

営利料金

市内

市外

冷暖房使用料

12名 31㎡

2,000
4,000
3,000
5,000
3,000

9時～12時

6,500
13,000
9,750
16,250
6,000

13時～21時

8,500
17,000
12,750
21,250
9,000

9時～21時

4,800
9,600
7,200
12,000
6,000

9時～17時

3,700
7,400
5,550
9,250
3,000

18時～21時

3,000
6,000
4,500
7,500
3,000

13時～17時 定 員 面 積

基本料金

営利料金

基本料金

営利料金

市内

市外

冷暖房使用料

90名 136㎡

2,050

4,100

2,050

9時～12時

6,680

13,360

6,170

13時～21時

8,740

17,480

8,220

9時～21時

4,930

9,860

3,080

9時～17時

4,110

8,220

4,110

18時～21時

3,080

6,160

2,050

13時～17時 定 員 面 積

基本料金

営利料金

冷暖房使用料

46名 81㎡

1,230

2,460

1,020

9時～12時

3,900

7,800

3,080

13時～21時

5,140

10,280

4,110

9時～21時

2,880

5,760

1,540

9時～17時

3,080

6,160

2,050

18時～21時

1,850

3,700

1,020

13時～17時 定 員 面 積

基本料金

営利料金

冷暖房使用料

24名 25㎡

【単位：円〈消費税込〉】

【単位：円〈消費税込〉】

【単位：円〈消費税込〉】

※座席のみの場合、400名まで使用可能

注）使用内容によっては、お貸しできない場合があります。また、市外営利目的の場合は、大阪府内の方に限ります。

※座席のみの場合、150名まで使用可能 【単位：円〈消費税込〉】

【単位：円〈消費税込〉】

【単位：円〈消費税込〉】

注）使用内容によっては、お貸しできない場合があります。

セミナーや会議、研修など様々なニーズに合わせてお使い頂けます。 貸会議室に関するお問い合わせは

072-439-5287
岸和田市立産業会館 貸室担当岸和田市立産業会館 貸会議室のご案内

セミナーや会議、研修など様々なニーズに合わせてお使い頂けます。 貸会議室に関するお問い合わせは

072-439-5023
岸和田商工会議所 貸室担当岸和田商工会議所 貸会議室のご案内

渡辺 和博／わたなべ・かずひろ

日経ＢＰ総研サステナブル経営ラボ上席研究員。

１９８６年、筑波大学大学院理工学修士課程修

了。同年、日本経済新聞社入社。日経ビジネス、

日経トレンディなど経営分野、コンシューマ分

野の専門誌編集部を経て現職。全国各地で地域

振興や特産品開発のための講演・コンサルを実

施。消費者起点のものづくりをテーマに地域発

のヒット商品育成を支援。

　
食
品
・
日
用
品
や
商
業
施
設
、
新
し
い
サ
ー

ビ
ス
な
ど
の
ヒ
ッ
ト
商
品
の
多
く
は
女
性
が

け
ん
引
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
商
品
企
画
や

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
関
係
者
の
間
で
は
常
識
に

な
っ
て
い
ま
す
。
地
域
発
の
商
品
で
も
「
女

性
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
つ
く
り
ま
し
た
」
と
い

う
も
の
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　
た
だ
、
い
つ
も
感
じ
る
の
は
「
女
性
向
け

に
つ
く
っ
て
い
る
」
け
れ
ど
、「
女
性
が
求
め

て
い
な
い
商
品
」
も
た
く
さ
ん
あ
る
こ
と
で

す
。
正
直
言
っ
て
売
れ
な
い
だ
ろ
う
な
と
心

の
中
で
思
い
ま
す
。
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
定
め
て

商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
企
画
し
た
り
開
発
し
た

り
す
る
こ
と
自
体
は
間
違
い
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
れ
は
大
切
な
必
要
条
件
で
す
が
、
そ

れ
だ
け
で
十
分
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
以
前
、
と
あ
る
ス
ポ
ー
ツ
競
技
団
体
が
女

性
の
観
客
を
増
や
そ
う
と
し
て
ス
タ
ジ
ア
ム

の
ゲ
ー
ト
の
一
部
を
ピ
ン
ク
色
に
塗
っ
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
効
果
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
最
近
だ
と
建
築
業
界
が
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性

の
就
労
比
率
を
上
げ
よ
う
と
、
工
事
現
場
に

パ
ウ
ダ
ー
ル
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ム
を
備
え
た
ト
イ
レ
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設
置

す
る
と
い
っ
た
試
み
を
し
て
、
物
議
を
醸
し

ま
し
た
。
い
ず
れ
も
、
男
性
目
線
の
思
い
込

み
に
よ
る
企
画
だ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

た
商
品
を
企
画
開
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す
る
と
き
は
、
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に
「
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が
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き
そ
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な
色
や
形
、
デ
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イ
ン
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よ
い
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と
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感
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点
は
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い
と
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し
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す
。
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れ
を
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に
は
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に
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か
な
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の

で
す
。
ま
た
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と
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て
も
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や
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収
、
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上
の
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場
や
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で
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、
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用
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、
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未
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、
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ど
も
の
有
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、
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成
は
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ど
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ど
、
実
に
多
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そ
の
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ズ
は
細
分
化
さ
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て
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ま
す
。
そ

う
い
っ
た
と
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ろ
ま
で
、
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ち
ん
と
タ
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ゲ
ッ

ト
を
想
定
し
て
商
品
企
画
を
進
め
な
い
と
、

ピ
ン
ト
外
れ
な
も
の
を
つ
く
っ
て
し
ま
う
の

で
す
。

　
そ
こ
で
、
な
ぜ
女
性
が
ヒ
ッ
ト
商
品
を
生

む
起
点
に
な
っ
て
い
る
の
か
？
　
か
ら
少
し

深
く
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
私
は
、
現
代
の

日
本
に
お
い
て
女
性
の
方
が
、
不
便
で
生
き

づ
ら
く
、
日
常
に
多
く
の
不
満
を
感
じ
る
環

境
に
あ
る
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
例
え
ば
「
時

短
」
と
い
う
ヒ
ッ
ト
の
キ
ー
ワ
ー
ド
に
し
て

も
、
働
く
女
性
は
一
般
的
に
お
化
粧
に
毎
日

時
間
を
取
ら
れ
ま
す
。
男
性
は
す
っ
ぴ
ん
で

髪
の
毛
が
ボ
サ
ボ
サ
で
も
ま
だ
許
さ
れ
ま
す

が
、
女
性
は
そ
う
は
い
か
な
い
の
で
す
。
そ

れ
だ
け
で
も
男
性
よ
り
一
日
の
時
間
が
不
足

し
ま
す
。
ま
た
子
育
て
を
し
な
が
ら
働
く
女

性
は
、
現
実
に
は
多
く
の
家
事
を
女
性
が
担
っ

て
い
る
た
め
、
さ
ら
に
強
く
時
短
を
求
め
る

環
境
に
あ
り
ま
す
。

　
ヒ
ッ
ト
商
品
が
生
ま
れ
る
パ
タ
ー
ン
と
し

て
「
消
費
者
の
不
満
や
不
便
を
解
消
し
た
か

ら
売
れ
た
」
と
い
う
方
程
式
が
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
機
能
面
だ
け
で
な
く
、
最
近
は
ス

ト
レ
ス
解
消
や
癒
や
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と
い
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心
理
面
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
も
の
も
ヒ
ッ
ト
し
て
い
ま
す
。

女
性
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こ
う
し
た
「
解
消
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い
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満
や
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、
不
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ト
レ
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現
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男
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商
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考
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て
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。

　
そ
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と
、
女
性
を
タ
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ゲ
ッ
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し

『女性向けにつくりました』
                      の落とし穴
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連載

　
10
年
前
に
外
国
人
留
学
生
と
し
て
来
日

し
た
時
に
、
初
め
て
図
書
館
か
ら
借
り
た

『
食
べ
物
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
』（
著
者 

川
島
四
郎
・
サ
ト
ウ
サ
ン
ペ
イ
）
と
い
う
、

や
や
古
い
本
の
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。

当
時
の
自
分
は
ま
だ
日
本
語
の
読
み
書
き

が
上
手
く
で
き
ず
、
文
字
だ
ら
け
の
本
は

と
に
か
く
苦
手
で
し
た
。
し
か
し
、
こ
の

本
は
実
に
読
み
や
す
く
て
面
白
か
っ
た
の

で
す
。
栄
養
学
者
の
川
島
先
生
と
漫
画
家

の
サ
ト
ウ
サ
ン
ペ
イ
さ
ん
の
対
話
形
式
で

書
か
れ
て
い
て
、
川
島
先
生
が
説
く
日
本

人
の
食
生
活
の
あ
り
方
が
サ
ン
ペ
イ
さ
ん

の
マ
ン
ガ
に
よ
っ
て
巧
み
に
表
現
さ
れ
て

い
ま
す
。
昭
和
60
年
の
発
売
か
ら
１
年
で

ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
な
り
、
続
々
編
ま
で
出

さ
れ
る
人
気
っ
ぷ
り
で
し
た
。

　
川
島
先
生
は
昭
和
61
年
春
に
出
さ
れ
た

続
編
の
ま
え
が
き
で
こ
う
綴
っ
て
い
ま

す
。「
現
在
、
日
本
食
の
合
理
性
を
世
界

中
が
認
め
だ
し
、
日
本
食
の
ブ
ー
ム
を
来

し
て
い
る
今
日
、
当
の
日
本
人
自
身
も
日

本
食
の
栄
養
的
な
合
理
性
と
佳
さ
を
し
っ

か
り
身
に
つ
け
て
実
行
し
て
ほ
し
い
と
思

う
」。
と
こ
ろ
が
、①
多
様
で
新
鮮
な
食
材

と
そ
の
持
ち
味
の
尊
重
、②
栄
養
バ
ラ
ン

ス
に
優
れ
た
健
康
的
な
食
生
活
、③
自
然

の
美
し
さ
や
季
節
の
移
ろ
い
の
表
現
、④

正
月
な
ど
の
年
中
行
事
と
の
密
接
な
関
わ

り
、
と
い
う
特
徴
を
も
つ
「
和
食
」
が
ユ

ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
い

ま
な
お
、
こ
れ
ら
の
特
徴
か
ら
ど
ん
ど
ん

遠
ざ
か
っ
て
い
っ
た
現
代
日
本
人
の
食
生

活
に
は
気
に
せ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
農
政
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
中
村
靖
彦
さ

ん
は
、
約
20
年
前
の
著
書
『
コ
ン
ビ
ニ 

フ
ァ
ミ
レ
ス 

回
転
寿
司
』
で
日
本
人
の

日
常
の
食
事
か
ら
み
た
「
世
界
中
を
食
べ

る
日
本
」
の
様
子
を
明
ら
か
に
し
た
。
な

か
で
、
日
本
料
理
の
す
き
焼
き
を
例
に
食

材
ご
と
の
カ
ロ
リ
ー
自
給
率
に
つ
い
て
試

算
し
た
結
果
、
牛
肉
11
％
、
豆
腐
３
％
、

ネ
ギ
100
％
、
こ
ん
に
ゃ
く
89
％
、
シ
イ
タ

ケ
65
％
、
卵
10
％
、
砂
糖
32
％
、
し
ょ
う

油
３
％
、
ご
飯
102
％
と
、
低
い
品
目
が
多

い
よ
う
で
す
。
こ
れ
に
デ
ザ
ー
ト
と
し
て

ケ
ー
キ
を
食
べ
れ
ば
、
小
麦
７
％
、
牛
乳

32
％
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
当
時
の
食
料

自
給
率
（
カ
ロ
リ
ー
ベ
ー
ス
）
が
42
％
あ
っ

た
と
き
の
計
算
な
の
で
、
自
給
率
が
約

38
％
に
低
下
し
た
今
で
は
、
そ
の
結
果
は

さ
ら
に
低
く
な
っ
て
い
る
こ
と
は
自
明
で

し
ょ
う
。

　
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
む
こ
の
時

代
に
、
私
た
ち
の
「
食
卓
」
も
例
外
な
く
、

生
鮮
食
材
か
ら
加
工
品
、
食
用
油
か
ら
調

味
料
、
産
地
か
ら
料
理
方
法…

、
食
に
関

す
る
あ
ら
ゆ
る
面
で
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
著

し
く
、
あ
る
意
味
「
勝
手
に
」
進
ん
で
し

ま
う
の
で
す
。
こ
れ
は
つ
ま
り
、
私
た
ち

が
日
々
自
分
の
口
に
運
ん
で
い
る
も
の
、

家
族
や
友
人
、
な
い
し
は
顧
客
に
食
べ
さ

せ
て
い
る
も
の
の
多
く
は
、
そ
の
原
料
の

生
産
か
ら
消
費
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
が
と
て

も
長
く
、
し
か
も
複
雑
な
も
の
に
な
っ
て

い
る
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
人
々
は
も
は

や
自
分
が
ど
こ
の
な
に
を
食
べ
て
い
る
か

さ
え
把
握
で
き
な
く
な
り
、
や
が
て
食
へ

の
関
心
や
意
識
も
希
薄
に
な
り
つ
つ
あ
り

ま
す
。
ど
う
か
こ
の
状
況
が
、
私
た
ち
一

人
ひ
と
り
が
自
分
自
身
の
「
食
卓
」
に
つ

い
て
も
っ
と
考
え
、
食
生
活
を
見
直
す

き
っ
か
け
に
な
る
こ
と
を
、
切
に
願
っ
て

い
ま
す
。

（
和
歌
山
大
学
食
農
総
合
研
究
所
・
特
任
講
師

 

中
国
・
雲
南
省
出
身
）

お問合せ先 和歌山大学岸和田サテライト
〒５９６-００１４ 岸和田市港緑町１-１岸和田市立浪切ホール２階
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日時

場所
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19:00

20:30
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- 第 １ 回 -

戴 容秦思
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グローバル化する「食卓」
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情報box情報box ハローワーク岸和田
●求人数・求職者数の状況
2019年3月

職業計

職業計

専門的・技術的職業
事務的職業
販売の職業
サービスの職業
保安の職業
生産工程の職業
輸送・機械運転の職業
建設・採掘の職業
運搬・清掃等の職業

2,620

594

279

276

420

33

346

233

217

198

一　般 パート
有効求人

一　般 パート
有効求職

一　般 パート
有効求人倍率

2,078

345

271

134

675

147

193

55

10

237

2,340

286

621

138

213

8

163

87

37

600

1,378

141

261

58

166

7

32

28

3

556

1.12

2.08

0.45

2.00

1.97

4.13

2.12

2.68

5.86

0.33

1.51

2.45

1.04

2.31

4.07

21.00

6.03

1.96

3.33

0.43

ハローワーク岸和田

●求人賃金・求職賃金の状況
2019年3月

専門的・技術的職業
事務的職業
販売の職業
サービスの職業
保安の職業
生産工程の職業
輸送・機械運転の職業
建設・採掘の職業
運搬・清掃等の職業

275,153

292,452

242,915

289,478

241,050

213,000

270,604

297,085

363,577

240,797

上限 下限
求人募集賃金

常用フルタイム

希望賃金
求職者

207,750

224,404

186,924

215,639

199,601

185,000

197,520

226,293

222,183

184,981

206,341

217,500

196,000

224,286

185,385

213,226

236,000

243,000

199,339

1,178

1,591

1,109

961

1,161

1,051

1,028

1,027

1,045

下限上限
求人募集賃金

常用的パート

希望賃金
求職者

1,061
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995
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1,035
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ハローワーク岸和田

★ハローワーク岸和田　Tel　072-431-5541

６月は
「就職差別撤廃月間」と「外国人労働者問題啓発月間」です。

ご存知
ですか？

　大阪府では、６月を「就職差別撤廃月間」と定めております。
　「しない、させない就職差別」を基本に、公正な採用選考制度の確立の
ため集中的な周知・啓発活動を行います。

　厚生労働省では、毎年６月を「外国人労働者問題啓発月間」と定めてお
ります。
　外国人雇用はルールを守って適正に行い、外国人が能力の発揮できる
適切な人事管理・就労環境の確立と、雇入れ、離職時の届出は事業主の責
務になりますので、よろしくお願いします。

岸和田商工会議所パソコン教室

072-438-3981

〈お問い合わせ〉

（運営委託：株式会社ピーシーポート）

ＴＥＬ
住所 岸和田市別所町３-１３-２６〈岸和田商工会議所内〉

◇ 授業料1回50分 1,000円
料金は月謝制。一度に多額の費用は不要です。機器使用料
200円（1回）、教室維持費1,000円（1ヶ月）が別途必要です。

◇ 自由予約制（振替可能）
忙しい方も安心！好きな日時を予約して通えます。
予約の振替も可能です。月４回からお申込頂けます。

◇ 個別指導により貴社に役立つ授業を実現
個別授業なので、自分に必要な内容だけを自分のペースで
学べます。日常のお困りごとをお尋ね頂くことも可能です。

◇ 仕事に役立つ講座が多数あります
Ｗｏｒｄ/Ｅｘｃｅｌ/ＰｏｗｅｒＰｏｉｎｔ/Ａｃｃｅｓｓなど一般向け講座とは
別にビジネスに役立つ講座を多数ご用意しております。

もういいかげんに手書きの見積・請求書は卒業したい。

社員に研修を受けさせたいが費用が高くて予算と合わない。

忙しくて一斉に受講させることができない。

自分のＩＴスキルが不足しているため、社員にＩＴ活用を支持できない。

パソコンを使いこなせるのはあの社員だけ。彼が辞めたらどうしよう。

パソコンを活用する必要性は感じるが、踏ん切りがつかずズルズルと先延ばしにしている。

こんなお悩みを低コストで解決します！今すぐお電話下さい！

無料授業料１回無料授業料１回

会員事業所特典会員事業所特典

事業主の皆様へ

パソコンを活用できていますか？

ご存知ですか？
採用面接で聞かれた
その質問、実は…

不適切です
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情報box情報box ハローワーク岸和田
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2019年3月
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ですか？

　大阪府では、６月を「就職差別撤廃月間」と定めております。
　「しない、させない就職差別」を基本に、公正な採用選考制度の確立の
ため集中的な周知・啓発活動を行います。

　厚生労働省では、毎年６月を「外国人労働者問題啓発月間」と定めてお
ります。
　外国人雇用はルールを守って適正に行い、外国人が能力の発揮できる
適切な人事管理・就労環境の確立と、雇入れ、離職時の届出は事業主の責
務になりますので、よろしくお願いします。

岸和田商工会議所パソコン教室
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（運営委託：株式会社ピーシーポート）

ＴＥＬ
住所 岸和田市別所町３-１３-２６〈岸和田商工会議所内〉

◇ 授業料1回50分 1,000円
料金は月謝制。一度に多額の費用は不要です。機器使用料
200円（1回）、教室維持費1,000円（1ヶ月）が別途必要です。

◇ 自由予約制（振替可能）
忙しい方も安心！好きな日時を予約して通えます。
予約の振替も可能です。月４回からお申込頂けます。

◇ 個別指導により貴社に役立つ授業を実現
個別授業なので、自分に必要な内容だけを自分のペースで
学べます。日常のお困りごとをお尋ね頂くことも可能です。

◇ 仕事に役立つ講座が多数あります
Ｗｏｒｄ/Ｅｘｃｅｌ/ＰｏｗｅｒＰｏｉｎｔ/Ａｃｃｅｓｓなど一般向け講座とは
別にビジネスに役立つ講座を多数ご用意しております。

もういいかげんに手書きの見積・請求書は卒業したい。

社員に研修を受けさせたいが費用が高くて予算と合わない。

忙しくて一斉に受講させることができない。

自分のＩＴスキルが不足しているため、社員にＩＴ活用を支持できない。

パソコンを使いこなせるのはあの社員だけ。彼が辞めたらどうしよう。

パソコンを活用する必要性は感じるが、踏ん切りがつかずズルズルと先延ばしにしている。

こんなお悩みを低コストで解決します！今すぐお電話下さい！

無料授業料１回無料授業料１回

会員事業所特典会員事業所特典

事業主の皆様へ

パソコンを活用できていますか？

ご存知ですか？
採用面接で聞かれた
その質問、実は…

不適切です
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　介護保険の下記のサービスを提供します
〈入所〉　
　介護が必要になった方に、施設でリハビリや看護、介護などのサービスを行います。自宅での生
　活が続けられるよう支援します。病状が安定している方が対象となります。
〈短期入所〉　
　ご家族の介護が困難な時、ご都合のある時などに、一時的に入所を利用するサービスです。
〈通所リハビリテーション〉　
　リハビリ、看護、介護等のサービスを日帰りで提供します。

〈訪問看護ステーション　ファミーユ〉 TEL072-441-5576
〈岸和田徳洲苑介護センター（ケアプランセンター）〉 TEL072-441-6705
〈岸和田徳洲苑介護センター（訪問介護）〉 TEL072-440-5553
〈グループホーム三田〉 TEL072-441-5501

医療法人徳洲会　介護老人保健施設

岸和田徳洲苑 〒596-0808　　岸和田市三田町142　
TEL 072-441-5501　FAX072-441-5507
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法事・同窓会・各種宴会・慶事・最大60名
地車入魂式・出張パーティー・宅配プラン

無料送迎バス・法要ルーム完備・カラオケ設備

岸和田市包近町748-１
0120-43-2312
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